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令和２年斜里町議会定例会 ３月定例会議 会議録（第７号） 

令和３年３月１２日（金曜日） 

 

◎議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 議案第８３号から議案第８４号 

※ 企業会計各予算案の質疑 

議案第７４号から議案第８４号 

※ 議決議案及び条例案並びに各会計予算案の総括質疑、討論、採決  

日程第３ 議案第８５号 令和２年度斜里町一般会計補正予算(第１０回)について  

日程第４ 同意第 ６号 斜里町監査委員選任の同意を求めることについて  

日程第５ 意見案第１３号 高レベル放射性廃棄物の最終処分場にしないことを求める意見

書（案） 
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     １番 今 井 千 春 議員    ２番 小 暮 千 秋 議員 
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    １２番 須 田 修一郎 議員   １３番 金 盛 典 夫 議員 

 

◎欠席議員（１名） 

８番 宮 内 知 英 議員 

 

◎出席説明員 

馬 場  隆   町  長 

北   雅 裕  副 町 長 

岡 田 秀 明  教 育 長 

小 林 鋼 一  代表監査委員 

島 田 秀 一  農業委員会会長 

増 田  泰   総務部長 

髙 橋 佳 宏  民生部長 

塚 田 勝 昭  産業部長 

芝 尾 賢 司  国保病院事務部長 
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馬 場 龍 哉  教育部長 

伊 藤 菜穂子  会計管理者 

松 井 卓 哉  企画総務課長 

鹿 野 能 準  財政課長 

結 城 みどり  税務課長 

髙 橋 正 志  ウトロ支所長 

南 出 康 弘  環境課長 

鳥 居 康 人  総務部参事 

平 田 和 司  住民生活課長 

玉 置 創 司  保健福祉課長、新型コロナワクチン接種推進室長 

鹿 野 美生子  こども支援課長 

伊 藤 智 哉  農務課長、農業委員会事務局長 

森  高 志  水産林務課長 

河 井  謙   商工観光課長 

荒 木 敏 則  建設課長 

榎 本 竜 二  水道課長 

武 山 和 史  国保病院事務次長 

菊 池  勲   生涯学習課長 

村 上 隆 広  博物館長 

佐々木 剛 志  公民館長 

大 野 信 也  図書館長 

村 上 和 志  選挙管理委員会・公平委員会事務局長、監査委員書記 

 

◎議会事務局職員 

茂 木 公 司  事務局長 

竹 川 彰 哲  議事係長 

鶴 巻 美 奈  書  記 
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午前１０時００分再開 

 

◇ 開議宣告 ◇ 

●金盛議長 おはようございます。延会前に引き続き、本日の会議を開きます。 

 

◇ 会議録署名議員の指名 ◇ 

●金盛議長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１

２４条の規定により、山内議員、佐々木議員を指名いたします。 

 

◇ 議長諸般報告 ◇ 

●金盛議長 諸般報告をいたします。３月２日以降の事項について、お手元にお配りしてい

る議長諸般報告書のとおりご報告申し上げます。 

報告については、報告書として別途保管し、写しを斜里町議会ホームページおよびサイド

ブックスクラウド本棚に掲載しますのでご活用ください。以上で諸般の報告を終わります。 

 

◇ 議案第８３号質疑 ◇ 

●金盛議長 日程第２、一括議題となっております、議案第７４号から議案第８４号のうち、

昨日に引き続き、議案第８３号、令和３年度斜里町病院事業会計予算についてから質疑を受

けます。議案第８３号は、歳入・歳出全般にわたっての質疑を受けます。ご質疑ございませ

んか。今井議員。 

●今井議員 一つ確認なのですが、１ページにあります予算関係、１１１床の計画だとか予

算を組んでいるのですが、先に全協で再編計画１１１床から９５床が１０月から。それから

院外処方が４月からという部分で、これはあくまでも、４月以降の予算を計画しているので、

あくまでも今現在の部分で予算、１０月から９５床に削減しますから、そのときはまた補正

か何かで調整をとるというふうに認識してよろしいですか。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 この予算につきましては、４月１日以降の予算になりますけれ

ども、４月１日現在の病床数については、許可病床数が１１１床という形になっております

ので、予算の予定については１１０床ということになっております。また収入等の積算につ

きましては、実際の病床の稼働率ですとか、入院の見込み数などについての積算をしており

ますので、入院収益につきましては、１０月以降の病棟再編等を見込んでの単価などの設定

で収入を見込んでいるということになっております。 

また院外処方につきましては、外来に関わる部分ですので、そこについて外来ということ

で病床数とは関わりませんけれども、外来の収益の積算に当たって、院外処方に切り替わる

ということになりますので、収入単価を減じて積算をしたりですとか、あと費用ということ
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で薬品費などについても、院外処方に切り替わるということで、減額した形で見込みを立て

ているという中身になっております。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。久野議員。 

●久野議員 今井議員の質問と関連性があるのですけれども、そうしますと１０月からの

病床を減らした分が前期、後期ということになりますよね。まず６カ月間、４月から９月ま

で１１１床で、１０月から３月まで９５床の病院経営の試算を立てているという解釈でよ

ろしいですよね。 

それで先日、緊急的取り組みということで、全員協議会の中で病院のお話しておりました

けれども、その中で現在、レスパイト入院というのをされていると思うのですけれども、そ

れらの、確か病床の助成金などを勘案しますと、レスパイト入院というのはどれぐらい入院

月数というか考えられて試算をされているのでしょうか。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 特養の施設の関係だとかで入院として受け入れている患者さん

だとか、レスパイト入院の関係をどのように見積もっているのかというような趣旨だと思

うのですけれども、今のところは、当初の話で３月まではレスパイト入院というか、病院の

方で受け入れをしてほしいという要望があった形になっていますので、４月以降について

は、見込んでいない状況になりますけれども、もともと基本的に入院患者さんの積算につき

ましては、先ほどの今井議員のところにも関わりますけれども、現在の入院の状況ですとか、

ここ近年の入院の状況等の人数を見込んで、それに一定の単価を積算して、入院の全体の収

益というところを積算しておりますので、特にレスパイト入院に関わる部分だとかという

ことでの積算ということはしておりません。実際今８０人ぐらいの入院患者さんがいらっ

しゃいますけれども、そういった人数の推移を見極めてこの入院の収益を積算していると

いう内容になっております。 

●金盛議長 久野議員。 

●久野議員 そうするとレスパイト入院が、例えば長引いた場合でも全然これは収益性に

は関係ないという解釈でよろしいですか。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 予算書１ページにありますとおり、入院につきましては今年度

７７人ということで見込みをしております。入院患者さんがこれより増えれば、収益的には

見込みよりは上がるようなことはあるとは思いますけれども、今の段階では全体的に７７

人ということでの見込みになっておりますので、もし長引いたりということになれば、予定

よりも入院人数が増えれば、病院的には収入は上がりますけれども、そこはそれぞれの患者

さんの状況だとかもありまして変動はあると思いますけれども、本年度については７７人

で見込みをしておりますので、そことの変動でどうなるかということになるかと思います。 

●金盛議長 久野議員。 
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●久野議員 そうしますと、先日、やすらぎの福祉会の職員の説明で１３名の方がレスパイ

ト入院ということで、その担当者が４月中までには経営再建をして戻すということになっ

ていたのですけれども、再建のやりようによっては、まだもう少しとどまるという可能性も

あると思うのです。病院側から見て、そういう患者さんを戻してほしい、そういう制約とい

うのはないものなのでしょうか。例えば、もう３カ月過ぎたので帰ってほしいだとか、そう

いう制約というのはないものでしょうか。 

●金盛議長 芝尾国保病院事務部長。 

●芝尾国保病院事務部長 まず久野議員の方からありました、やすらぎさんの方のレスパ

イト入院の関係の考え方でありますけれども、今、事務次長の方からご説明させていただい

たとおり、令和２年度の決算見込みでいきますと、１日平均の入院患者が７４名から７５名

くらいになるだろうと見込んでいます。その中には、やすらぎさんの方のレスパイト入院と

いう患者さんも入っての１年間の平均というような形になっております。 

それに対しまして、令和３年度の当初予算におきましては、１日当たり７７名というのは、

ある意味期待値も含んでおりますけれども、病院経営を改善していくために最低これくら

いは受け入れていきたいという考え方を持っています。その中にやすらぎさんのレスパイ

ト入院を何人見込むだとか、一般の通常の病院の入院患者を何人見込むというような考え

方は持っていないということであります。 

斜里福祉会さんから事前にレスパイト入院を受けるときには、斜里福祉会さんとしても

３月３１日までにそれを改善していきたいということで、そこまで受け入れをお願いした

いというようなお話をいただいておりました。ですから、今現在の病院の考え方としては、

３月３１日までにそれらの方々が、やすらぎの方に戻られるだろうというふうに考えてお

りますけれども、来週、状況だとかを含めて斜里福祉会さんと病院の院長、副院長等の意見

交換をさせていただこうというふうに、今現在考えているところです。 

●金盛議長 久野議員。 

●久野議員 その件についてはわかりました。先日、経営改善に向けた取り組みという話が

出ておりましたので、そういうことが少しでも寄与できるのではないかということでは、私

はお聞きしました。 

次に、この収益的収支、病院の医業収益並びに総合的な病院事業収益を掲げられておりま

すけれども、収益の中に現在行われている透析事業というのはどれぐらいの予算を見て、

何％ぐらいの比率を占めているのかをお聞かせください。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 予算説明書の３ページになりますけれども、こちらの方に外来

収益ということで、令和３年度については３億３９６３万６千円ということで、収益を見込

んでおります。これはそれぞれの診療科ごとに積算をしておりますけれども、令和３年度の

人工透析につきましては、５０３２万８千円ほどの収益を見込んでいるということになり
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ますので、外来収益の中で１５％ほどの収益になるかと思います。 

●金盛議長 久野議員。 

●久野議員 外来収益の約３億３９００万円、の中の１５％の比率ということでよろしい

ですね。それで、透析事業を拡大されるというような話を耳にしたのですけれども、これは

令和３年の中では、やらないということなのでしょうか。あるいは令和３年、４年のぎりぎ

りぐらいでやられるということなのでしょうか。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 ただ今の計画では、総合計画実施計画の中には含まれておりま

すけれども、人工透析事業の増床につきましては、令和４年度を予定しております。 

●金盛議長 久野議員。 

●久野議員 令和４年のはじめに計画されているのであれば、ぜひ病院の収益ということ

について関連性があるので考えてほしいのですが、令和３年の斜里町の透析患者が、透析を

受けている方が２７名いらっしゃると思うのですけれども、そのうちの斜里町国保で扱っ

ている方は１１名。そして小清水日赤に行っている方が１１名。その中で自力で行っている

方が６名。そして介護タクシーを使っている方が５名ということになっております。 

それはぽるとの方から聞いておりますけれども、その方々も斜里町の国保病院に、こうい

う機材が充実された場合に転院させることによって少しでも私は収益も上がるのであれば、

令和４年の前期というのであれば、令和３年度中にでも前倒してやるべきではないのかな

というふうに考えているのですけれども、そこら辺の希望というか、考え方というのはどう

なのでしょうか。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 透析患者さんにつきましては、現在、一時的に冬期間ほかの病院

に通院されていて、今、国保病院の方で透析されている患者さんを含めまして１２人いる状

況になっております。当初計画の中では、もう既に令和４年度で１４人受け入れをするとい

う計画を、前倒しというわけではないですけれども、実際の受け入れ人数としては、今のと

ころ１２人。あと４月以降、こが病院さんの方へ通院されている方が２名いらっしゃいます

けれども、この２人を受け入れるということになりますので１４人、今年の４月以降受け入

れをするという予定になっております。 

患者さんの受け入れに向けて事業の前倒しということもお話を受けておりますけれども、

当初計画では４年度から増床するということになりますけれども、機械を入れても受け入

れ体制というか、人的な配置というものも必要になります。現在、臨床工学技士２名配置し

ておりますけれども、平成３１年度からの導入に当たって応援というか、他院の方から応援

を受けている職員も含めて２名体制ということで、今の応援を受けているところからの職

員での配置で１名と、国保病院として任用している職員１名の、臨床工学技士の２名体制で

すけれども、当初の計画では病院独自で２名を確保するという予定になってはいたのです
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けれども、なかなか人材確保が難しいという中で、応援いただいている方を延長というわけ

ではないですけれども、含めて２名体制となっております。 

設備の投資を行ってもなかなかその人的配置が難しい状況もありますので、そういった

ところも勘案しながら、引き続き人材確保には努めてまいりますけれども、体制を整えてい

くところは大事かなというふうに思っております。 

●金盛議長 久野議員。 

●久野議員 現在、臨床工学技士のお話が出ていましたけれども、病院のホームページ等を

見ますと、臨床工学技士の２人の方が出ております。これは臨床工学技士１名に対して何名

までというのは、限度というか、その数を超えると、例えば３名体制にしなさいよ、という

決まりがあると思いますけれども、そういう先生たちを入れた総合的な収支を勘案しなが

ら、例えば透析事業を、私は伸ばしていくべきだと思うのですけれども、その採算性という

のはあるものなのでしょうか。工学技士を入れて、機械を入れて、そこら辺の採算性という

のを教えてほしいと思います。 

●金盛議長 武山病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 設備投資につきましては当然機械等も入りますので、そういっ

たものを、基本的には補助金を活用したりですとか、また起債を利用したりということで、

設備投資費用は掛かることになるかと思います。 

また人的配置も必要になりますので、経費は掛かりますけれども、患者さんを受け入れで

きる体制が整って人数が増えれば、そこは増収というか、収益性は上がるかと思いますけれ

ども、やはり人材確保が難しいということですとか、あとは臨床工学技士一人に対して何人

という基準はないかと思いますが、透析患者さんは曜日を決めて、一定の受け入れをすると

いうような状況でいきますと、これ以上増員をしていく中では受け入れをする設備的な対

応はできたとしても、人的配置のところでなかなかローテーションというわけではないの

ですけれども、職員のやりくりが難しくなるという状況も出てくるかと思いますので、そう

いったところも勘案しながら進めていかなければならないというふうに思います。 

●金盛議長 久野議員。 

●久野議員 今お話をお伺いしますと、医師集めと同じぐらい、やはり大変だという感じを

受けました。この透析事業というのは、透析患者に聞きますと、本当にその病院のスタッフ

との相性なのだというふうに言うのです。だから良い機材がそろった、良い臨床工学技士が

いると言っても、やはりその人が行ってこの人と相性が合わないということであれば、網走

厚生に行くということになるし、逆に小清水の方からも斜里に来られる、その相性が合えば

その可能性があるので、そういったことで私は、化学変化が起こる可能性が私はここに秘め

ているのではないかなというふうに思うのです。 

ですから、ぜひ臨床工学技士にしても先生と同じように諦めないで、ぜひ募集というか探

していただいて、一つでも病院再建にかける期待というか、透析事業に力を入れていただき
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たいなというふうに考えておりますけれども、いかがでしょうか。 

●金盛議長 芝尾国保病院事務部長。 

●芝尾国保病院事務部長 武山次長の方からもあったと思いますけれども、人工透析事業、

病院の経営の観点からいっても、今後大きな柱になっていくだろうというふうに理解をし

ているところであります。一方、地元にいる患者さんの希望があれば、ぜひうちの方でも受

け入れていきたいというふうに考えているところであります。 

その透析室の人材との相性というようなお話がありましたけれども、これは透析室ばか

りではなくて病院、かかりつけ医として選んでいただくためには町民の皆さんに、うちの病

院を選んでいただけるような努力に日々努めていかなければならないのだろうというふう

に思っております。 

一方で、人工透析室拡充をしてはというお話ですけれども、実は平成３０年９月の全員協

議会で人工透析の導入の計画について、ご協議を申し上げさせていただいておりました。こ

のときには、今年度中に臨床工学技士２名について、病院の職員として採用するということ

を目指す。そして令和３年度から月曜日から土曜日まで、大体の患者さんというのは月、水、

金でされる患者さんと、火、木、土と、週３回されますので、月曜日から土曜日の稼働に持

っていきたいという計画でありました。それに対しまして、斜里町国保病院で採用できてい

る臨床工学技士については、昨年２月に１名の配置ができたところであります。ですから計

画からすると、臨床工学技士もう１名を何としても職員採用していきたいというふうに考

えているところであります。 

一方でサービスの提供につきましては１年前倒しをして現在、月曜日から土曜日までフ

ル稼働をさせていただいております。そういった中で、臨床工学技士さんが仮に、今応援を

いただいている１名の方がいなくなってしまったとしたら、臨床工学技士の職員が月曜日

から土曜日までフルに勤務をせざるを得ない状況になってしまうことから、何としても臨

床工学技士を増員して安定稼働に持っていきたいというふうに考えております。 

一方で受け入れてしまって、ある日職員がいなくなって来月からできませんというよう

な、サービスではないと思っておりますので、その辺を十分見極めながら、患者さまの要望

に応えられるような体制をつくっていきたいというふうに考えておりますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

●金盛議長 久保議員。 

●久保議員 久野議員の質問に関連するのですけれども、先ほどレスパイト入院の話があ

りました。事務部長は３月末までが一応のと、今後協議するということですけれども、この

原因は介護職の不足、職員不足ですよね。つまり職員不足、これが解消されないとなかなか

受け入れられないのかなと思うのです。その人数が、町の要望や議会の請願もそうですけれ

ども、２０名近いと。そういう中において今回、３月末では結構厳しいのかなと思っている

のです。その後、協議するということですからどういうふうになるかわかりませんけれども、
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その後、受け入れを続けられるのか、それを確認したい。 

●金盛議長 芝尾病院事務部長。 

●芝尾病院事務部長 当初、１月の段階でやすらぎさんの方のレスパイト入院ということ

で１３名の受け入れをさせていただいております。その後、入所者さんといった方がいいの

か、患者さんといった方がいいのかわからないのですけれども移動があり、今現在レスパイ

ト扱いというのを１０名というふうに報告をいただいております。その受け入れ病棟につ

いては、一般病棟と療養病棟というところに分けて受け入れをさせていただいております。 

一般病棟という部分については、平均在院日数という病院としての課題もありますこと

から、ある程度、限界といいますか、受け入れる期間が制限されてくるのかなというふうに

思っております。一方で、療養病棟の方については平均在院日数というものはないのですけ

れども、医療区分と言って医療の必要度という、診療報酬上くくりがあるものですからそこ

を見計らいながらやっていかなければならないというふうに考えております。その辺でい

きますと、療養病棟は今現在４０名、５１床のうち４０床、何とか動かしていきたいという

考え方を持っているわけなのですけれども、そこに今現在、今日の実績は抑えてきていませ

んけれども、おそらく３７くらいであろうと思っておりますので、その辺を引き続き、仮に

受け入れるとしたら、１０人をそのまま全てということは何とも申し上げられないのです

けれども、そことうちの看護体制との絡みという部分があると思いますので、やすらぎさん

の方からまだこういうことでということで要望はいただいておりませんけれども、それを

お聞きした上で、病院としても判断していかざるを得ないのかなというふうに理解してお

ります。 

●金盛議長 久保議員。 

●久保議員 制限もそれぞれ理由があるのだろうと思うのですけれども、それにかかわら

ず該当者がいるということは、なかなか厳しいのかなと思うのです。そこで今度９５床にす

るということになりますと、ますますこの数字が厳しくなる、つまり入所させるためにも。

レスパイトが、施設の方が今３３％ぐらいしか動いていませんけれども、稼働率が悪くなっ

た。また以前のような介護職不足というようなことが起きますと、病院の方は９５になって、

ますます受け入れが厳しくなるのではないかと、これを危惧するので、その点だけご返答い

ただければと思います。 

●金盛議長 芝尾病院事務部長。 

●芝尾病院事務部長 全員協議会のときにお配りをしている資料にも、お示しをさせてい

ただいているのですけれども、当院の入院患者数の推移からいきますと、令和元年度の一般

病棟で最も多かった日で４９人、短期間４９人いたというのが最も多かった日となってお

ります。それに対して今回の再編案では５５ということで考えさせていただいております。

逆に最も少なかった日、現在６０床ですけれども、それに対して２３床しか埋まっていない

というような状況にあります。さらに療養病棟の方では、５１床を４０床にしたいという計
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画でありますけれども、令和元年度で最も多かった日で３４、そして最も少なかった日は２

４というような経過できております。ですから今回９５床にして、１００％病床が稼働とな

れば一番ベストなのですけれども、ここも今後、病院として努力をしていかないと稼働率を

上げていくということは難しい病床数なのかなというふうに理解をしておりますので、今

後、介護施設によるレスパイトがどんどん膨らんでくると言えば状況は変わるのでしょう

けれども、現時点ではなかなか考えにくいのかなというふうに、病院としては判断をさせて

いただいております。 

●金盛議長 若木議員。 

●若木議員 ７ページのところかと思うのですが、入院されている患者さんの給食のとき

に使う食器のことでお聞きしたいので、厨房機器修繕費なのか、給食業務の委託料なのか、

患者さんが使われている食器は病院側の備品ということになっているということでよろし

いでしょうか。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 食器につきましては、病院の備品ということになっております。 

●金盛議長 若木議員。 

●若木議員 今、病院の方が改善計画をされていて、さまざまな見直しが行われている中な

のですが、入院されてはじめて気づくのだということで、町民の方から食器がとても重たい

ということで、入院しないとわからないし、高齢の方が入院すると介助に当たる方自身が負

担に思うので、高齢の方が入院しているとさらに重たく感じるのではないかという、町民の

声をお聞きしました。全て更新することは難しいかもしれないのですが、更新を順次行うと

きには、そういう方々が食事をするときに負担に思わないような食器に変えていっていた

だきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

●金盛議長 武山病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 特にそういった意見、私どもが伺っていないだけかもしれませ

んけれども、今、若木議員にお話を伺いましたので、更新がある折には、その内容的を検討

したいと思います。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。櫻井議員。 

●櫻井議員 ３ページの外来収益に関して確認させていただきます。これまで病院の改革

プランに関しては、委員会の方でも詳しく説明を受けていますし、先日の全員協議会の中で

も、これまでずっとこの経緯、経過について、その理由も含めて説明をいただいています。 

今回この外来収益、減っている部分は薬という形で理解していますけれども、そもそも町

の病院として使っていただこうという形の動きに、力を入れていられると思います。昨年は

非常にコロナという影響がありまして、外来が全国の病院でも非常に減ったという声でし

た。今現在も北海道は少し落ちついてはきていますけれども、また下げ止まりという形で、

まだ、コロナに関しての皆さんの警戒感というのは、弱くはなっていないのではないかと思
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うのですけれども、今回、収入見込みの中にそういった、昨年のコロナで減った分、そして

今後の見通しが立たない中で、どれぐらいの部分でここの数字を出してきたのか、それを伺

います。 

●金盛議長 武山国保病院事務次長。 

●武山国保病院事務次長 今回の内容につきましては、コロナウイルスでの受診控えとい

うか、そういったもの等は特に緩和しないで積算をしておりますけれども、今回の大きな減

額の原因としては、先ほど議員がおっしゃったとおり、院外処方に伴うものということにな

っております。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 昨年の決算はまだ出ていませんけれども、昨年の外来の収益という部分で見

る影響というのは、どうだったのでしょうか。 

●金盛議長 芝尾病院事務部長。 

●芝尾病院事務部長 まだ２月分の診療報酬レセプトの集計ができ上がっていないので、

１０カ月程度の状況でありますけれども、病院全体の経営でいきますと、令和元年度の決算

ベースと比較をしまして、入院の方で３５００万円ほど収入を伸ばしているというふうに

理解をしているのですけれども、同額くらいが、残念ながら外来で落ちてしまったというよ

うな状況になっています。大体、患者数の率にしますと、延べ人数にすると１０％程度の落

ち込みというふうに現時点では分析をさせていただいております。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 こういう時代で、まさかこんなことが起こるのはというのはどこの事業に関

しても同じようなことが言えることだと思います。ぜひこういった時勢に応じた対応とい

う部分のことを常に念頭に置きながら予算も編成していく必要があるのかなと思います。 

そういったコロナだからだとか、例えば昨年の様子をということを今後ここの中に組み

入れていく方がいいのか、いかない方がいいのか。例えば、予算編成上スムーズと言ったら

おかしいですけれども、先を見越していく部分の収益を考えて、今計画していくわけですけ

れども、そういった特殊な部分の事例というのは、こういう予算の中に反映しないような考

え方なのでしょうか、そこだけ確認させてください。 

●金盛議長 芝尾病院事務部長。 

●芝尾病院事務部長 今回、今、櫻井議員の方からもご指摘いただいている、コロナウイル

スによる受診控えだと思われる患者さんの外来の減、ここの部分をどう取り扱っていこう

かということは正直、予算編成に当たって考えた部分でもありました。 

今回の予算、収益の部分でありますけれども、ここについては今までの予算編成の考え方

と若干変更させていただいたところです。今までは過去、前年あるいは２、３年前の実績を

踏まえて、今年度もこのくらいはいけるだろうという、ある程度、間違いのない数字を出し

ていたというか、そういった形で入院収益、外来収益を見込ませていただいておりました。
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結果的に、当初予算と比較をすると、決算ベースでいくと伸びましたという見せ方といいま

すか、考え方でやっていたのですけれども、今回の令和３年度の当初予算に当たっては、費

用、病院経営から考えていって最低このくらいの収入が必要だろうというような形で、ある

意味、それ以上いくことを願っているわけですけれども、期待値も含めて入院、外来収益を

設定させていただいたというような考え方になっているということで、ご理解いただきた

いと思います。 

●金盛議長 ほか、これをもちまして、議案第８３号、令和３年度斜里町病院事業会計予算

についての質疑を一応終わります。 

 

◇ 議案第８４号質疑 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第８４号、令和３年度斜里町水道事業会計予算について、歳入、歳

出全般にわたっての質疑を受けます。ご質疑ございませんか。木村議員。 

●木村議員 予算書の収入６ページに関して、一般会計補助金なのですけれども、これの水

質安全対策補助金３９９８万９千円が計上されております。これの中身について積算、中身

についてお知らせいただきたいと思います。 

●金盛議長 榎本水道課長。 

●榎本水道課長 これについては、ウトロ浄水場が平成２１年に供用を開始しております

けれども、その部分において平成２８年の中期経営計画を立て料金改定をさせていただい

たときに、一般会計繰入金、基準内繰入金という扱いのもとに積算をいたしました。その中

で、平成２９年に４千万円ほどを繰り入れていただきましたけれども、その後は、一般会計

との話合いの中で１千万円ほどここに減額をさせていただいて、平準化していただいてい

たところです。 

それで、今回、例年規模ですと、１千万円ほどの繰り入れ、この水質安全対策分１千万円

ほど見込んでいたわけですけれども、一般会計の方で平準化しないで、ここで一定の区切り

を平成２９年に入れるべき数字というか、金額をいただけるということになりましたので、

通常である１千万円のところを３９００万円、３千万円ほどの増額をしていただいたとこ

ろでございます。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 繰り入れ基準に基づいて繰り入れを行ったと思うのですけれども、繰り入れ

するための根拠、一般会計から水道会計に繰り入れする、要綱か何かを基準にして、基本に

して繰り入れをする。ただ単純に繰り入れをするのだと、平準で１千万円ずつ繰入れするの

だと、そんな話ではない。いわゆる企業会計と一般会計の関係ですから、その繰り入れする

根拠、基準根拠についてお知らせをいただきたい。 

●金盛議長 榎本水道課長。 

●榎本水道課長 基準の根拠でございますけれども、総務省が定める企業会計、水道会計に
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入れていただくべきことができるという基準でございますけれども、それについては、ウト

ロ浄水場が病原菌の対策を施した施設ということでございますので、それに基づいた繰入

金ということでございます。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 いわゆる水質の安定化並びに通常であると普通の水道事業の部分で浄水場を

つくっていいのだけれども、それ以上の高度な技術を持った施設を入れることによって、総

務省の方から基準としてお金を渡すので、それでやってくださいと。そういうことなのかど

うか、これについてもう少し詳しくご説明いただきたい。私の言っていることが間違ってい

るかどうか。 

●金盛議長 鹿野財政課長。 

●鹿野財政課長 今、議員ご指摘のとおり、水質の改善に向けてということで、投資をした

分ということでございますので、その分が水道の利用料から徴収する分ではなく、一般会計

から繰り出す方が適切というふうな判断のもとに繰り出しが、総務省の基準により認めら

れている部分というふうな理解です。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 そこで一般会計の部分で、この裏補償というか、ただ単純に総務省から一般会

計に、一般会計から水道会計に補助金を出しなさいと。しかし、国の方から一般会計に対す

る何らかの手当、面倒は見てもらっているのでしょうか。 

●金盛議長 鹿野財政課長。 

●鹿野財政課長 確認をさせていただきたいと思います。辺地債の可能性があるかなと思

うのですけれども、今、手持ちで確認できる資料は持っていませんので、後ほど回答させて

いただきたいと思います。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 今、資料がないというのであれなのですけれども、もし辺地債で、例えば借り

ましたと、ウトロ浄水場を。辺地債で借りて、辺地債の８０％は交付税に算入されます。つ

まり一般会計に入ります。この水道会計には直接入ってこないのです。水道会計は収益収支

の中で、しっかり減価償却はするのです、この部分は。つまり一般受益者がそのまま払って

いる、こういう形になるのです。つまり一般会計がもらいました、辺地債。そのまま置いて

おくわけにいかないのです。本当は水道会計にいかなければならない。私の言っている仕組

み、間違いでしょうか。そこだけ、細かい数字はいいのですが、どうなのでしょうか。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 当時の借り入れ条件がどうだったかというのは、先ほど確かめてみるという

ことでしたけれども、通常の部分ですと、水道会計でございますし、ここは簡易水道という

ことなので、半分を簡水債を借りて、半分を辺地債なのかなというのが通常考えられる部分

かなというふうに思うのです。 
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いずれにしましてもその部分には財源対策として、そういう部分を講じた。その結果とし

て交付税バックがあるかもしれない、そういう措置は当然ながらあるだろう。そういう部分

も含めて料金改定の計画のときに、その部分も当然ながら要素も入れて、しっかりと支援と

いうか繰り出しをしていくということで、たまたまここ３年間ぐらい計画の中で２千万円

程度のやつを１千万円というような形に繰り延べしていたことは事実。ただ、計画に基づい

て、最終年度のときに、しっかりと約束どおりお返ししていくということですので、ご理解

を、ようや私どもにとっては重い、この約束を果たせたということで捉えていただきたいと

思います。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 最後に、それを今聞こうかなと、こう思ったのですけれども。本来であれば、

副町長答弁のように２千万円ずつぐらい返していかなければならなかったのだけれども、

本体の一般会計が苦しいので、ちょっと半分にしてくれないかと。ずっと半分にしたと。今

年は若干、昨日の予算関係の中でも、私が言ったように、ちょっと楽になったという部分も

あるので、一応４千万円今まで少なかったと。ちょっと長引いたけれども４千万円返します

と、こういう部分の一般会計補助金と捉えていいかどうか、これで間違いないかどうか、詳

しい数字はいいのですけれども、概要の流れとしてそれでいいかどうか。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 分かりやすく言うとそういうことでございますので、ご理解いただきたいと

思います。 

●金盛議長 ほか、櫻井議員。 

●櫻井議員 給水収益に関連して伺います。先ほど病院でも、コロナの影響の予算編成の部

分に関して伺ったのですけれども、今回の予算の中で、全体にコロナの影響という部分はど

ういうふうに加味されているのかどうかという部分と、給水人口というのはどんどん減っ

てきているといわれていますし、特に昨年度は、営業で使う部分が大きく減りました。今後

の見通しという部分も含めて、今年度で終わって、このコロナという形が、ぜひその令和３

年度の中で終わってしまえばいいのですけれども、そうではないという形もどこかでそう

いった予算の中に組み込まれているのかどうか、その辺の考え方を伺います。 

●金盛議長 榎本水道課長。 

●榎本水道課長 かなり難しい問題でございますけれども、令和３年度の予算編成におき

ましては、コロナの影響は若干あるというふうに考えております。それに基づきまして、家

事用が昨年に比べて若干の微増、あとは営業用においては大体１割ぐらいの減を見込んで

予算編成をさせていただいているところでございます。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 家事用が増えるというのはなるほどというふうに今伺って思ったのですけれ

ども、営業用に関しても、ある程度の減を見込んだ編成という形で伺いましたので、今後、
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その形以上に給水収益が増えるということ私たちは見ていきたいと思っています。 

今後もこういった予算の対応というのは、給水というのは生活に結びついている部分で

すので、今回、まさかというような状態にも柔軟に対応できるぐらいの予算というのは、こ

れから先も大丈夫と思っていていいのでしょうか。 

●金盛議長 榎本水道課長。 

●榎本水道課長 それにおきましては先が読めない状態でございますけれども、令和２年

度におきましては、ウトロにおいてはかなりの収益が減っております。先月を例にとります

と、前年比でいうと５０％ぐらいに落ち込んでおります。この状態が長期間にわたると事業

運営に関わってきます。そういうことはないと考えておりますけれども、一方で投資事業も

今、基本的にはゼロベースで考えておりますけれども、緊急度だとか老朽化具合が進んでま

いりますので、それも放置してはおけないという状態でございます。 

もし万が一このような状態が長い期間続くということであれば、また収入の面において、

料金の見直しも視野に入れながら事業運営していかなければならないというふうに考えて

おります。 

●金盛議長 ほか、ございませんか。ないようですのでこれをもちまして、議案第８４号、

令和３年度斜里町水道事業会計予算についての質疑を一応終わります。 

以上をもちまして、議案第７７号から議案第８４号までの各会計新年度予算の質疑を一

応終わります。 

 

◇ 議案第７４号から議案第８４号までの総括質疑 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第７４号から議案第８４号までの、議決議案、条例案、各会計予算

議案の総括質疑を行います。ご質疑ございませんか。若木議員。 

●若木議員 私は人材が不足しているという視点で質問いたします。この予算案の審議を

している中で、さまざまな場面で、斜里町には人材を求めているけれどもなかなか見つから

ない、働いていただく方に来ていただけないということがわかって、浮き彫りになってきま

した。 

昨日、増田部長の方から、地域おこし協力隊を募集するにあたり、庁舎挙げてどういう人

材が必要かということの整理をしたということもお聞きしたのですが、その中で、先行事例

を参考にして、手段や工夫をしていくということもお話を聞いたのですが、斜里町において

はテレワーク企業とのつながりがもう７年ありまして、これは斜里町の強みではないのか

なと思うのです。関係人口、交流人口ということでテレワークをずっと続けてきました。こ

れを生かして、多く発信できる動画を作成するなど、そういうテレワークでつながった企業

さんにぜひこの部分をお願いして、斜里町のこの今の状況、人材が不足していることをもっ

とアピールしていくべきではないかと感じたのですが、いかがでしょうか。 

●金盛議長 松井企画総務課長。 
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●松井企画総務課長 確かにテレワーク、これまでの取り組みの中で、いろいろな企業との

関係、つながりを持ってきました。その中で、例えばＲＰＡに関する事業の部分だとか、い

ろいろな業務のやり方、そういったところも含めて町の力になるという部分で、いろいろご

助力をいただいてきたところでございます。まだ成果というところはこれからの部分でご

ざいますけれども、取り組んできたところでございます。今後につきましても、企業版ふる

さと納税の例えば人材派遣型の部分でありますとか、そういったところを活用しながら、必

要となる人材を確保していきたいと考えているところでございます。 

●金盛議長 若木議員。 

●若木議員 ふるさと納税の場面でも、交流人口、関係人口につなげていきたいということ

を、この予算審議の中でお聞きしてきました。返礼品の中に斜里町をＰＲするパンフレット

なども入れたいという話を聞いたのですが、その中にも斜里町ではこういう人材が不足し

ているのです、募集しているのです。みたいな、斜里町に興味を持って寄附していただける

方に斜里町の現状を知って、斜里町に訪れたときに住んでみたいと思ったならば、その持っ

ている力をお借りして、そういう人材が不足している部分で活躍していただければと思う

のですが、そういう視点でのふるさと納税の方々との関わりを持っていくべきではないか

なと思うのですが、この点はいかがでしょうか。 

●金盛議長 松井企画総務課長。 

●松井企画総務課長 ふるさと納税をきっかけにした取り組みというところかなと思うの

ですけれども、特に今斜里町の魅力をアピールしていくだとか、そういったところの取り組

みというところではあるかと思いますけれども、そこにまだ人材としてどうこうというと

ころには行っていないところでございます。町としてこういったことをやりたいからだと

か、そういったところを含める部分があれば、そこは考えていきたいところではあるかと思

います。 

●金盛議長 若木議員。 

●若木議員 町のＰＲも必要なのですけれども、こういう困っていることも地域おこし協

力隊を１１人募集するというところで人材です。そういうものに斜里町として手を挙げる

ということを決心していますので、人材を探しているのだということも、このふるさと納税

で興味を持っていただいた方に知ってもらうことを、ぜひ、していただきたいと思います。 

その一方で町に訪れた方が斜里町にどう印象を持ってもらえるかというと、やはり町民

側が交流する気持ちというのですか、それを持っていただいて交流していただければと思

うのですけれども、町のイメージアップにもつながると思うのです。 

これまで教育の場面でも、やった結果については町民の皆さんに広報などを通じてお知

らせしているということもあるのですけれども、テレワークの事業などもいろいろ指摘さ

れていると思うのです。身内だけでやっているのではないか、ではなくもっと広く町民がい

ろいろな場面でやっていることを知るということでいったら、結果ではなくてこういう計
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画がありますよだとか、こういう予定がありますよだとか、前持って情報提供というものを

もっと広く、いろいろなツールを使ってやるなどして、町民の皆さんが知って、そういうこ

とをやっていることをもっと知ってもらうということも、やることで訪れた方、関係人口、

交流人口につながる方々の斜里町に対して持つイメージアップにつながると思いますので、

そういう視点も、この人材を確保するという上では、町民側への働きかけも必要だと思うの

ですが、この点についてはどうお考えでしょうか。 

●金盛議長 答弁保留のまま、暫時休憩といたします。再開を１１時１５分といたします。 

 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１５分 

 

●金盛議長 休憩を解き、会議を開きます。保留町の若木議員の答弁から、増田総務部長。 

●増田総務部長 若木議員の方からテレワーク事業の部分の、町民に対する周知の部分が

足りないのではないかというご指摘をいただきました。 

私たちとしましては、テレワークに関しては既に任期満了になっておりますが、地域おこ

し協力隊、事業の面で関わっていただいた協力隊の方を中心に、非常に私たちとしては期待

以上の、いろいろな意味でのご活躍をいただいて、関係する町民の皆さんからも発信はして

いただいたものと思っております。 

ただ、今後さらに情報発信に関しては、庁舎内でもプロジェクトチームを立ち上げて、情

報発信力の強化についてはこれから取り組んでいきたいと思っておりますので、その点に

ついては、先ほどからテレワーク企業に対してもそうですし、これまでの１００平方メート

ル運動の参加者の皆さん、これから、ふるさと納税等で関わっていただける皆さん、いずれ

も関係人口として、町として必要な情報発信というのは人材確保に関わらず強化していき

たいと思っておりますので、ホームページのリニューアルなども令和３年度に予定してお

りますので、そういうのも含めて発信力の強化に努めてまいりたいと思います。 

●金盛議長 若木議員。 

●若木議員 発信力の強化はぜひお願いいたします。昨日は町営住宅のことにおいても、そ

ういう人材を確保する意味では住まいの確保の提供というのも必要ですので、公営住宅と

いう部分を超えた中での支援はできないかということを言いました。こういう人に斜里町

で働いていただくためには、ハードとソフトの事業を整備していかなくてはいけないと思

うのですが、こういうところはそれぞれの部署だけでは担当しきれないと思います。そうい

う面では、今、庁舎を挙げて対策をしていく地域おこし協力隊の募集に当たって、そういう

人材確保についてやっていますけれども、庁舎の中で総合的に取り組んでいかなければ、斜

里町の住民の方のサービスも滞ってしまうこともありますので、ぜひそういうところを積

極的にするべきだと思うのですが、町長はどうお考えでしょうか。 
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●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 今、議員がおっしゃられたそういうところというのは、住宅対策をと捉えて答

弁してよろしいのでしょうか。そういうところとおっしゃられたのでわかり難かったので

すけれども。そういうことであれば、昨日も公営住宅に関して議員からご質問があったとこ

ろでございますけれども、制度として動いている中では、なかなかそれをねじ曲げてという

ことにはならない部分でございます。ただ老朽化という部分が進む中で、一定の、リニュー

アルという部分の事業を進めていく中では、政策空き家という部分も、しっかりとその計画

の中で見据えて、数を確保していかないとならないというのは、昨日、財政課長からお話が

あったと思います。しかしながら、もっと柔軟にできないかということですけれども、そこ

は制度にのっとった部分なので、それを活用するには、やはり用途を廃止して、違うもので

考えないとならないというのがまずあります。 

それと住宅の政策でいいますと、同時に昨日も空き家の活用という部分をお話ししたと

思いますけれども、民間の力も借りなければならないというふうに思いますし、ともすれば

これはちょっと行き方を間違えると民業圧迫という問題も出てきますので、そちらの民間

住宅の投資も期待しながら、そちらとうまく空き家の部分での調整といいますか動きも、実

は昨日も総務部長からだったと思いますけれども、そういう動きが出てきているという話

があったと思います。町としてもその辺、支援してまいりたいというふうに思っていますし、

これから総合戦略の中で実はいろいろご論議させていただいている事項なのです。ですか

ら、おそらくそういう部分の中でいろいろな協議は進んでいくのかなというふうに私は期

待しているところでございます。 

●金盛議長 よろしいですか。ここで、先ほど水道会計の個別審議の中で、木村議員に対す

る答弁を保留としておりました。調整ができたようですので、ここで答弁をさせていただき

ます。榎本水道課長。 

●榎本水道課長 先ほど木村議員から、辺地債借り入れに関わる交付税バック分について

でございますけれども、それにつきましては平成２７年だと思いますけれども、辺地債を借

りて事業を行うにあたって、交付税が一般会計の方にバックされるということでございま

したので、それを事前協議した上で、その相当分を一般会計に償還が始まりました、平成２

１年から平成３１年、令和元年ですね、令和元年までその見返り部分を水道会計の方に繰り

入れていただいております。 

●金盛議長 それでは総括質疑に戻ります。ご質疑ございませんか。宮内議員。 

●宮内議員 先ほどの若木議員の、さまざまな町内における人材確保・・・。 

●金盛議長 宮内議員、マイクを近づけて話してください。 

●宮内議員 町内における人材確保のために、地域おこし協力隊に関わる質疑がありまし

たけれども、私も、副町長の財政説明の中でも説明されました、今年の国の重点施策の一つ

として、地方回帰支援の推進というものが位置づけられているわけです。地方回帰への太い
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人の流れを創出するための施策を推進できるよう、地域おこし協力隊の取組強化や地域プ

ロジェクトマネージャー、地域の魅力・価値向上に向けた人材活用に要する経費に対して、

地域要件を緩和した上で、地方財政措置を講じる、という位置づけです。地方回帰支援の推

進は、国の施策としても重点施策として位置づけられているわけです。令和３年度の事業の

中でも、各分野においてこの地域おこし協力隊を招いて、活性化を図ろうという予算組みに

なっているわけですけれども、各地域の話を伺いますと、非常にこれがうまく活用されてい

る地域と、必ずしもそうではないという地域があるように聞くわけですけれども、そこで国

はこの地方回帰への支援の中に、地域おこし協力隊の活動を支援する地域プロジェクトマ

ネージャーという、そういう制度を発足させて協力隊の皆さんの活躍の場をできる限り促

進していくという施策を展開しようとしているわけですけれども、私は、この地域おこし協

力隊によって、さまざまの分野での活性化に取り組むということは、もちろんそうするべき

だと思いますけれども、今回大人数の方が、プロジェクトの協力隊として斜里町においでい

ただくという予算組みになっている中で、地域プロジェクトマネージャーという仕組みを

大いに私は活用するべきではないかと思いますけれども、これについてはいかがでしょう

か。 

●金盛議長 増田総務部長。 

●増田総務部長 宮内議員から活用してはというご指摘がありました地域プロジェクトマ

ネージャーについては、これを活用できないかという検討はしております。ただ要件として、

地域おこし協力隊のＯＢ、ＯＧであるとか、地域と関係性の深い方だとか、そういう部分が

要件としてありますので、それにあたる方が今後もいらっしゃれば、ぜひ積極的に活用して

いきたいと考えております。 

●金盛議長 宮内議員。 

●宮内議員 そこで、やはり課題になっていくことが、この斜里町を広くアピールするとい

うことだと思うのです。斜里町はこういうまちづくりを進めているということを、やはり大

いに発信をしながら人材を求めていくことだろうと思うのです。 

例えば、議員として研修を受ける機会がたくさんあるわけですけれども、その中でよく指

摘されることは、各地にそれぞれ優れた商品であるとか、取り組みがある。それぞれ引けを

とらない、そういった取り組みが展開されている。しかし弱いのは何かというと、それをア

ピールする力が弱いというわけです。だから来てくれる人があればではなくて、最終的には

来てくれる人があればになるでしょうけれども、ぜひ来てほしい人に来てもらうためにそ

ういったアピールをより積極的に、待つのではなくて、こちらから積極的に発信するという

取り組みを、やはり大いに強化すべきだと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

●金盛議長 増田総務部長。 

●増田総務部長 宮内議員がおっしゃるとおり、こちらから受け身ではなく攻めの姿勢で

発信していくということに関しては、我々もそのとおりだと思っておりますので、今回、地
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域おこし協力隊に関して、公募という形で募集をかけさせていただいております。 

地域プロジェクトマネージャーに関しては、公募という形ではなくて、ある程度こちらで

募集をつけてといったら変ですけれども、いろいろな形でコンタクトをとって応じていた

だける方を探すというようなことになってくるかと思いますので、いずれにしても、受け身

ではなくていろいろな意味で、積極的にそういう必要な人材を確保していく、あるいはその

必要な人材が何かということを発信していくことに関しては、強化して取り組んでまいり

たいと思います。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。櫻井議員。 

●櫻井議員 私は予算に関しての総括質疑なので、この予算の編成というのを、令和３年度

の部分を見て思ったこと、そして町がそれについてどう考えているかということに関して

伺います。 

昨年よりコロナという部分が大きく町の、私たちの暮らしにも大きくのしかかってきま

したし、ここの町の基幹産業の一つである観光にも大きくのしかかってきていました。当初

から、町も本当にその対応に対して、事業が継続できるようにという部分で非常に多くの力

を注いでいただきましたし、今もそうした形の視点で何とか助けられる部分を助けていこ

うという取り組みが続けられています。そうした中、ずっとコロナ後を見据えた観光の在り

方という部分を私は町に問うて来ましたし、そういったこれからの新しい知床の観光、今ま

でたくさん蓄積されていた課題、そうしたものをしっかりと片づけて、盤石な基盤体制を構

築するべきだということを申し上げてまいりました。 

いろいろなメニューの中で展開されている観光もございますが、やはり知床の一番の魅

力は風景、そしてその景観の中で来た方がそれぞれ多様な目的で楽しんでいくということ

に尽きるのではないかと思っています。それを町長の方も、自分もそう思う。町もそう思う

ということは、答えをずっと委員会の席でもいただいてきましたし、さまざまな場面でその

とおりだというお話もされてきました。その中で、今回の予算編成を見てみますと商工費に

係る部分、前年度予算では１億４５００万円ほどでした。それが今年度１億３６００万円ほ

どになっています。なぜ減ってしまったのだろう。まだこれの決算は出ていませんけれども、

コロナのさまざまな充当もございました。実際、昨年の予算には１億３千万円弱かかってい

るという、これは補正予算の中で見てきた部分ですけれども出ています。結局、昨年は商工

関係に関してはイベントも中止、不要額がたくさん出ていたにも関わらず、そして、先ほど

言った商工関係に関する救済、そういった部分の取り組みがありました。 

そこでこの新年度予算です。先ほどのここの事業に関して、たくさん質問をさせていただ

きましたし、町の考え方が、町長が一般質問で答弁してくださったことと大きく離れている。

そういうふうに思っています。大変その事業、うちの町自体の経済活動が大変という部分も

十分承知していますが、今ここでしっかりと観光産業に投資をするという姿勢が私は感じ

られなかったです。どうしてこういう状況なのでしょうか。コロナを見据えて、コロナ後に
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ゆっくり取りかかっていくような課題ではないと思いますし、かつて北海道では時のアセ

スと言って、一つ一つの事業の見直しを時限をかけて改定してきたり、その時限の中でやら

なければ何の効果も得ないというような有効な手だてをたくさん経験してきている北海道

です。それが今の北海道のいい形での開発につながっていると私は思っています。そういっ

た事例がこの町にもしっかりあるはずです。１００平方メートル運動もそうでした。 

しっかり先を見据えた形で展開してきた事業です。その魅力ある知床にやってくる方々

が、これからも途絶えることなく、そして今まで大量のお金をつぎ込んで観光ブランディン

グをしっかり構築してきています。それの礎となる、ベースとなる観光基盤の整備をこれか

ら図らなくてどうするのだろう。いつやるのだろう、私は今回の予算の中でそれを強く感じ

ました。 

そういった全体的な観光を見据えた町の取り組み姿勢、町の考え方、町長ご自身、私の一

般質問で返答いただいた、自分もそういうふうに思うという部分をこれからどのように具

現化していくのか。そして、その時間、タイミング、この緊急性という部分をどのように理

解していらっしゃるのか、伺いたいと思います。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 最初の前段の商工費の減の部分、１億４５００万円から１億３６００万円で

８００万円減っている。これが大きな部分で、ここが象徴的な部分だとおっしゃったのでし

ょうか。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 副町長が、でしょうかねと言いましたけれども、一つここを見ました。しかし、

その次に言ったように、これまでの個々の事業に関しての質疑を経ての今の質問です。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 商工費の部分で、８００万円減っていることについては、一般質問の櫻井議員

からの部分でもありましたが、一般社団法人の事業展開の中で、なかなか思いどおりに進ん

でいない部分がございます。そういう中で、一般社団法人に対する具体的な支援の部分で、

今、当初予算で組むべきものになっていないという中での減が大きく作用しているかなと

いうふうに思います。しかしながら町の方でも、一般質問でもご答弁申し上げたとおり、商

工会、観光協会とも連携しながら引き続いてこの当初の目的に従って、成果が上がるように

やっていきたいというふうな部分で、ここに期待を寄せながら支援していきたいというの

が、一つの柱になっているかと思います。 

もう一つ、観光振興計画の早期実施という部分で、議員からはご指摘があったとおりでご

ざいます。それらについては、確かにここ１年の中で、コロナ禍で協議がいろいろ進んでい

ないというのも事実だというふうに思うのですけれども、一つはやはり事業をやるために

は財源が必要だという中で、宿泊税の導入という部分の中で、それらも含めて検討させてい

ただきたいという部分は、ここはやはり避けて通れない部分だと思いますので、その論議過
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程、調整過程の中で、昨日も産業部長の方で答弁があったとおり、そういう場を設定してい

くという姿勢が必要なのかなというふうに思っています。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 観光振興計画が策定されて、その目的の、目標のいくつかの具体的な細かなこ

とが全部記されています。観光振興計画をつくったときには、宿泊税などの話はまだありま

せんでした。だったら、具体的に取り組まなければならないことを、宿泊税を制定してから、

もっと並べる方がよかったということなのですか。私はそうではないと思います。長い目で

見て、観光がどうあるべきかというのを課題として抽出して、それを解決していくために、

一つの目標を掲げています。今回のコロナ禍では、本当にそれが危機的で観光事業者、ある

いは商工業の人たちが継続できるかどうかという瀬戸際になっています。そういったとき

に、確かに財源は考えられるかもしれませんけれども、ずっと以前から指摘されてきた課題

というのを、ここに来てもまた先延ばしにするということが、私は信じられないので、この

質問をさせていただいています。本当に、町長は毎回言います。うちの町のすばらしい魅力、

それを感じて来てくださる方、これは観光客ばかりではないかもしれませんし、町長が求め

ている関係人口、交流人口はイコール、恐らく観光の状況の中で非常にたくさん生まれてい

る。ここに魅力を感じて移り住んできている人たちもたくさんいます。そうした基盤である

知床の自然、そして観光的な施設、それを見て楽しむ本来あるべき自然がここにあって、そ

の施設整備が遅れているということも、原課では十分承知しているはずです。今、一番落ち

込んでいて、人がいない。なかなか来てくれないときに、そういった部分の整備をして、新

しい形で地域の人たちが今必死で踏ん張って頑張っている部分をともに産業として一つの

形の中で支えていくことが私は町の役割だと思います。その辺についてはどうお考えです

か、町長。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 コロナで大変厳しい状況を迎えている。その中で観光に対して、しっかりさま

ざまな支援をしていきたい。ここはどこまでいっても、変わらない思いでございます。振興

計画、確かに今から数年前に定めて、令和５年を目標にしながら今やっているところであり

ますけれども、ここの中で観光ブランディング、それから今までの、櫻井議員は景観にこだ

わった言い方をされていますが、私は美しい自然、そしておいしい自然、さらには体験を含

めた楽しい自然、このトータルが知床斜里の魅力だというふうに思っております。それをど

うやって来られた方に提供して、満足していただけるか。そこにさまざまな努力をしていく

ことが肝要だろうというふうに思っておりまして、そういった意味で、これまでのブランデ

ィング事業、今まで、いわゆる秘境、大自然、そして知床旅情、こういった今までのイメー

ジから変わった新しい知床を打ち出しながら、特に地方の消滅につながるような２０代、３

０代の方々、特に女性ですね。女性、男性と言ってはまずいでしょうけれども、そういう方々

にもっともっと目を向けてほしい。そういうアプローチが大事だということで、今日までや
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ってまいりました。 

さまざまやる内容は、ハード整備もあれば、アクセスの整備もあれば、提案の仕方もあれ

ば、さまざまそれは分野あります。それを、それぞれ分担をしながらやっていきましょうと

いうことで、今日まで来ていますし、まさに今まで、知床にある意味で欠けていたのは、そ

ういった新しい要素と、いわゆるマーケティングの要素、この部分が何を求めているのか、

それにどう答えていくのか。そういったことをしっかりと踏まえた上でやっていこうとい

うことで、観光協会もＤＭＯという、日本版のＤＭＯを何とか、そういう機能を充実させな

がらやっていきたいという、そういう考えを持って、途中経過ですけれども一般社団法人知

床しゃりも誕生しているわけです。そこの機能がまだまだ今、十分ではありませんけれども、

そこを側面から支援したのも、地方創生臨時交付金を活用して、町がさまざまな面で支援も

してまいりました。今回の予算の中では、その部分で、一定程度自分たちで頑張るというこ

とで、そこの支援をしながら斜里町の魅力がさらに上回っていくような、そういう努力をし

たいという思いは一向に変わっておりません。 

現実的には、今回の議会ではさまざまハードの部分で至らない部分のご指摘をいただき

ました。それができていないのも事実でありますから、そこは合わせてお受けしますけれど

も、これも財源の中で、トータルの中で優先順位をつけながら、今日までやってまいりまし

た。その割には何もしてないのではないかと言われそうですけれども、本当にできてない部

分もありますけれども、さまざまどうしたらいいか考えながら今日に至っているのも事実

でございます。残り振興計画としては３年しかありませんから、それで完結、どこができる

かというそこまで具体的にしている部分でもないので言い切れませんけれども、できるだ

け理想に近いもの、そしてまたさらに次につながるものを、やっていきたいと私は思ってお

ります。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 観光に対する知床の魅力という部分は、町長がおっしゃったとおりだと思い

ます。美しい自然をトータルで魅力あるもので楽しんでもらい、そして美しいイメージの中

で皆さんが知床に来ていただけるようにする。それをつくっている。そこは私も、まるで同

じです。そして、来てくださる方もそれに応じて今までにない形態の旅行の方々もたくさん

増えました。それは当初の観光ブランディングの中でしっかりと、私もプロの方からお話を

伺ってきましたので、地域も一丸となって、そういった観光地づくりという部分に向かって

しっかりと取り組んできています。これは個人の方々が、それぞれ町長がおっしゃっていた、

まさしく知床の観光はこうあるべきだということを、皆さん民間の方々が一生懸命頑張っ

て具現化されています。これは本当に感謝するぐらい、今回のブランディング事業というの

は、いい成果を上げていると私は評価しています。 

その一方で、美しいイメージを抱いて、魅力ある知床でトータルで楽しんでいただくとき

に、今ある観光の施設があれでいいのですかということは、私はもう６年も７年も前からず
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っと訴えてきました。これは私だけの感覚ではありません。何でこんなに時間がかかるので

しょうか。それが私は不思議でなりません。町長はおっしゃいました、美しいイメージの中

で、そして女性、これもターゲットを女性に絞るという話はブランディングの中でもしっか

りと私も認識しています。そういった方々が現場に来て、美しい自然を見ながらあのトイレ

です、トイレに限らず全てです。そこを町が何とかしてくれなければならないということは、

ずっと地元も声を出し続けてきたはずです。私は、全てをすぐに直せとは言いませんけれど

も、同じことを申しました。１年に一つずつでも、１カ所ずつでも、もうここが大変という

ことは具体的に出ているのです。それに取り組んでこられなかったのは、お金の部分もある

かもしれません。でもやはり、今、令和３年、今回コロナもありましたので、今回はまさか

というふうに思っておりましたが、何も変わっていないという中では、本当に私はがっかり

しましたし、私以上に観光に関わる方々は、おそらくこの予算編成を見て、驚くと私は思っ

ています。 

そういった中で町長は、今後長い目で見て、知床の観光の利用というのは、今もう既にソ

フト的な部分はある程度スタートして定着してきている。そこで改めて伺いますけれども、

今後、観光振興計画の中にもずっとうたわれていますけれども、こういった観光施設の整備

という部分に関しては、もっと積極的に取り組んでいくべきではないでしょうかと思いま

すがいかがでしょうか。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 今回の議会で施設系、特にトイレ系といった方がいいかもしれませんが、さま

ざまなご指摘をいただきました。理想的にはその全てが、臨時的なものではなくて恒久的な

もので、衛生的で、手洗いもあって、それは理想です。ただし、場所に応じてできることと

できないことがあると私は思っています。山に手洗いのところを、というのは現実的にはあ

り得ないですし、それを承知で登山する方は行かれると思います。オロンコ岩のことが特に、

いつになったらやるのだというようなお叱りだというふうに思います。これについては確

かに時間が掛かっています。ただここに至るまでには、ここの中でもやりとりしていました

ように、観光船の乗降場所が移設する、しない。いつになるのだ、うんぬん。さまざまな要

素の中で、提案のあった快適な部分にして、そして終わったら違うところで使えばいいでし

ょうという、そういうのも一つあるかもしれませんが、そういう中で本当にどうあるべきか

という中でやりとりしたのも事実です。あの中が無理だったら少しでも近いところで、トイ

レを、下水道を水洗でできるように、下水道が接続できる場所で、若干距離はあるけれども

そこでつくる話もさせてもらったことがありますが、そんなのは要らないというふうに一

蹴されたのも事実です。そういうのがいろいろあって今日に至っているところでございま

す。トータルの長い目でも考えなければいけません。災害のことも考えなければいけません。

そういう中で、それは櫻井議員、あるいはウトロの観光の方々が一番求めているものに対し

て何もしないと言われれば、そこを、ほかを差し置いてでも、やるということにしていかな
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ければなりませんが、方法としてはまだまだ工夫の余地はあるのではないか。時期もなかな

か判断がつかないという状況もあった上で、今日まで時間を要しているということは本当

に事実でありますけれども、そういう中での苦しみの中で今に至っているということでご

ざいます。 

先ほど、私がお話した美しいイメージと言いましたけれども、私はイメージももちろんそ

うですけれども、うちの強みは自然なのだと。その自然も美しい自然、いわゆる見る自然で

す。それから自然からの恵みのおいしい自然、そしてその体験、自然の中で体験する楽しい

自然ということを申し上げているので、そういう意味で先ほど美しいだとか、いろいろ申し

上げたということだけは、あえてつけ加えさせていただきます。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 先ほどのオロンコ岩のトイレですけれども、五湖のことも、ここで言っても仕

方ないですけれども水洗化で少し離れたところでという話を持ってこられて、地域の方々

と話したとき、今、町長がおっしゃいましたけれども、一蹴はしていません。地域の方々、

観光に関わる方は、そこでの提案で何を考えたかというと、本当に来られた方、利用する方

が不便なく使えるか。ストレスなく使えるか。せっかく来てくれた方にとって、この場所は

どうなのかということを検討して、ここではない方がというふうに言っただけであって、こ

こは観光の方々も嫌な思いされると思いますから、訂正していただきたい。 

私たち一蹴したというような対応はとっていません。なぜここが駄目なのか、それは誰の

目線で判断したのか。中にはありますよ。私ももうここでいいのではないかと思いました。

しかし、観光の方を受け入れる方々の視点は、誰のためを考えているのか、来てくれた方で

す。おもてなしを考えて、みんな日々対応しているのです。つくって差し上げるものもそう

です。泊まる環境もそうです。みんなせっかく知床に来てくれた方のためを思っての要求で

す。要望です。声です。そこは誤解なさらないでいただきたいと思います。 

もう１点伺いますが、町長がおっしゃるとおりなのです。地域は、この雄大な自然の中の

利息で自分たちは暮らしていこうと。元本には手をつけない。これはウトロ地域で観光業を

されている方々、事業をやられている方々、農業の方も、漁業の方もみんなそういうふうに

言っています。その基盤があってこそ知床のすばらしい自然景観、そして自然のアクティビ

ティを提供されている。これは全ての人がそうです。元本を消費することのないように利息

でしっかりとやっている観光地です。だからこそ言っているのです。そういう場所に来てく

ださった方々に、本当に知床良かったなと思って帰っていただきたい、それだけなのです。 

少しずつ手を加えて、ここは上りにくい、せっかくここの上に行くのに草ぼうぼうだった

らちょっと困るなという、それは地元の観光、受け入れる方が考えて声を出していることで

す。そして何とかしようと、自分たちでやっているところもあります。しかし、町でも管理

するところはきちんと管理してほしい、それを言っているだけです。今回、今後の継続とい

う部分も含めて、本当に地域は今まで以上に質の高い観光を提供する。その自負があるから
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宿泊税も嫌だとは言わず、それを使ってもっといい形の知床の観光を楽しんでいただこう

というふうに動いているわけですので、町もそういった基盤整備というところでは、しっか

りと協力をし、実施していくべきではないかと私は思います。 

誰もそういった提案を一蹴なんてことは絶対ありません。全て観光客のためにとってど

うなのかということを基本に考えた結果だと私は捉えておりますし、それは事実だと思い

ます。いかがでしょうか。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 一蹴という表現がちょっと乱暴だったかもしれません。そこはお詫びしたい

と思います。ただ、私どもも何とかできないだろうかと。どうせつくるならきれいで、水洗

で、満足のいくものにしたいという思いがあるからこそ、空き空間を見計らいながら一つの

場所を絞ってご提案をさせていただいたところですが、受け止め方としては全然評価をい

ただけなかったということが、そういう表現になってしまったかもしれませんので、そこに

ついては、お詫びしたいと思います。 

ただ、観光でこられた方目線というのは私も、常にそれがあるからこそ、あったかい斜里

町のあったかいは、観光に関わる人ばかりではなくて、町民みんなが来られた方に、もてな

しの心で、笑顔で接することができるようにしていきたい、本当に思っています。だから観

光観光だとか、ウトロウトロというのを嫌っているのはそういうことなのです。 

あえて申し上げますが、斜里町全体の知床なのです。その中でお客様を大事にしていこう

ということに、斜里市街地もウトロもないのですよ。そういう意味で私は、町全体が観光に

直接関わらない人も、漁業者であっても、農業者であっても、一般の町民であっても、本当

に来てくださってうれしいなと。そう言える観光地にしていきたいというふうに思ってい

ます。先ほどオロンコ岩という具体的な部分もやりとりしましたのでお話しますが、これも

理想はそこをがちっと、何らかの形でやった方がいいかなというふうに思いますけれども、

一方で観光船の利用者のための駐車場という方が強いのではないかというふうに思います。

そういった意味で、観光船においてもトイレは実はあるわけです。また、昔のオロンコ岩は、

かつての小型クルーザーがない時代ですから、大型観光船に本当にそのよさを提供するの

に委ねていた。そういうときですし、宿泊観光案内所的な部分もあったかなというふうに思

いますので、そういう意味では大分感じは変わってきているのではないかと思います。そう

いう中で、どういう分担をすればいいかということも含めて、悩みながらきているというこ

とでございまして、お客様目線で催したらすぐできるということには当然のことになりま

せん。そういう中で登り口のトイレだとか、そういうトイレの配置図、あるいはトイレとい

う意味では、トイレを借りたいがゆえにお店に入るというのも結構あることではないかな

というふうに思っておりまして、そういった意味で、全体でトイレ機能を提供するのも一つ

の道かなというふうに思います。道の駅から近いかがわざかトイレも整備しました。こんな

に近くて整備する方がいいのかなというふうにも思ったときもありました。でも、やはりも
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ともとトイレでもあったし、ここを綺麗にするのも一つの役目だということで、優先といい

ますか、結果的にやったのも事実でございますので、そういうやりくりの中で、いろいろ今

日に至っているということだというふうに思っています。 

まず一蹴したわけではないということはよくわかりましたので、二度とそういう言い方

はしないようにします。ただ、本当にお客様目線、どうしたらいいかということは、しっか

り地域の方々と観光に関わる方々、さまざまな産業の方々と一緒になって、どうやったら気

持ちよく旅をしていただけるか、旅行していただけるか、楽しんでいただけるか、そういう

ことを考えるように、そういう場を作りながらしていきたいというふうに思っております。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 私が観光に関連してウトロウトロというのは、先の一般質問でも示しました

ように、観光客の９０％以上を超える方がウトロに宿泊し、なおかつ今提供されているアク

ティビティのメニューも、ほとんどがウトロで行われているからです。地域的にウトロウト

ロと言っているわけではありませんし、観光観光という部分がイコールウトロだけという

ふうに捉えられるということは、おそらく、町長の中にも観光客はみんなウトロに行ってい

るのだというイメージがあるかもしれません。しかし、観光振興計画の中でしっかりと、町

全体の観光の在りようもうたわれています。そんなことは地域の人たちはよく知っていま

す。お昼ご飯の場所をこれから帰る方々に、きちんと斜里の市街地のどこで食べられるかと

いう情報は、ホテル、民宿、全てが情報提供しています。一体と思っているのですよ、もち

ろん、全部そうです。例えば、そうやって思っているのだったら、峰浜のもう使われていな

い、うちのものではない、ウナベツ休養村の看板、町長見ておかしいと思いませんでしたか。

その視点なのです。誰もウトロに来る人だけを囲い込んで観光客なんてことを思っていま

せん。全体をトータルで考えています。だから国道３３４号に関しての景観整備もウトロ地

域の人たちが一生懸命、日の出そして朱円含めた景観、力を入れているではないですか。天

に続く道もそうです。みんな斜里のすばらしい景観、あるいはここを通ってくれた方がいい

よという部分、あれはみんな観光の方々の中から出てきたものです。そして、観光で来られ

る方が逆に、斜里のすばらしいところを見つけて、そこをポイントにしている、そういう結

果だと私は思っています。ウトロウトロというのを自分は嫌っていると出ましたけれども、

そんな視点ではありません。知床の観光は、例えば、女満別空港に降りてからずっと始まっ

ているわけです。常にみんなそういうふうにして思っています。なのでオロンコ岩のトイレ

をずっとうるさく言っているなという部分で捉えられていたらこれは大変ですし、またそ

のオロンコ岩の、これまでの経過という部分も、ぜひそれを言うのであれば、町長がそう考

えているのであれば、地域の方々と全体的な今の観光施設の在りように関して、もう一度整

理をする場を設けて、早くきちんと協議をして、町長の思っていることを理解してもらい、

そこで本当にどういうふうな施設整備が必要かということを検討する場を早急に設けて、

一緒になって頑張っていっていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 
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●金盛議長 答弁保留のまま、昼食休憩といたします。 

 

休憩 午後１２時００分 

再開 午後 １時００分 

 

●金盛議長 休憩を解き、会議を開きます。質疑に入る前にお知らせをいたします。ただ今、

映像機器に一部不具合が生じておりまして、音声は問題ないのですが、議長席の上のカメラ、

議員席に向かうカメラが時々止まるようです。説明員の方は映るのですけれども、ちょっと

そういう状態で、現在復旧はいたしましたけれども、不安定な状態で、また何かの拍子で映

らなくなるということも有り得るということをご了承いただきたいと思います。修理には、

また専門業者が必要かもしれないということですので、今、緊急には対応できないというこ

とを、ご了承いただきたいと思います。 

それでは、総括質疑を続けます。保留中の答弁から、馬場町長。 

●馬場町長 櫻井議員にお答えをいたします。まず利息を活用して、元本には手をつけない

というお話を伺いました。私もこの考えなのですが、以前、日本ナショナルトラスト協会、

この全国大会が平成２４年か２５年にあった時だったと思うのですが、そこでも、この斜里

の生きざまの一つとしてお話した記憶があります。資本として見立てて、利息の範囲でこれ

を活用していくのだというお話をしましたけれども、改めてそのことを再確認したところ

でもございます。 

さて、いろいろご指摘をいただきました。予算の質疑の前に一般質問もいただきましたし、

総括質疑でもいただいておりますけれども、先ほどの質問の中で看板の設置、休養村の看板、

このまま置いていることはいかがなものかというお話でございました。売り先が決まって、

手を離れているにも関わらず、しかも休養村としては営業していない中であのまま放置と

いうことは、大変申し訳ないことでございます。改めて、これについては対応していきたい

と思います。ただ、この休養村を買っていただいた方、本当によくぞ買っていただいたなぁ

という思いでおります。しかしながら、もともと描いていた使い道が、コロナによってすぐ

着手できないという本当に残念な状況に至っているということで、その後のやりとりがで

きていないということもあるものですから、この看板、古くなっていますのでこのまま生か

せるかどうかわかりませんけれども、相手先の意向も受けながら、もし活用ができるのであ

ればそれも一つの道でしょうし、その考えがないとすれば早めに撤去するという対応をし

ていきたいというふうに思います。 

それから施設の整備を町の役目として、しっかり観光振興計画でやりなさいというお話

でございます。その財源確保の一つとして宿泊税の導入について、さまざま今準備といいま

すか、検討しながらやっているわけですけれども、一般質問でも櫻井議員から宿泊税につい

て大変危惧している方々もいらっしゃるので、その辺も含めて検討すべきというご意見を
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いただきました。ぜひ早く導入しろという考えと、いやいやという考えと両方が、ウトロの

地域である中で大変難しいのですが、これについてはしっかり意見を聞きながら、やってい

きたいというふうに思います。 

櫻井議員におかれましては、この宿泊税の導入について、決して否定的ではないというこ

とは、やりとりの中で受け止めさせていただきました。それからウトロ市街地の関係で、私

はあまりウトロ、ウトロと言わない方がというお話をさせていただきました。これはウトロ

の方々の、これまでの観光も含めて、漁業もありますし、農業もあるわけですけれども、そ

の方々の努力を否定するものでは決してございません。むしろ敬意を払っているわけです

けれども、たまたま今、定例会議で観光協会の事務所の移転において発言として、宿泊は９

割以上がウトロなんだという、そういう事例を紹介した上で、ウトロに設置するのもありで

はないかというようなお話もあったものですから、そうするとほかの方々も会員の中には

いらっしゃるので、そういう方々がある意味では、私たちは関係ないのかと思われてはマイ

ナスだなという思いもあって、そういうことはしない方がいいのではないかという意味で、

私は言わせていただきました。 

最後に、こういった施設整備等、観光に関しては施設整備ばかりではなくさまざまな課題

があるというふうに思っています。何とか斜里町の観光、知床の観光をこれからも発展させ

て、本当に基幹産業として、ここで生きていけるようにしていきたいという思いは、私は強

く思っていますし、それは櫻井議員も本当に強く思っていらっしゃると思います。その者同

士がこういう何かやりとりするのが、何か変な感じではあるのですけれども、それぞれの思

いが十分伝えきれていないというか、交わり合っていないということがこういうことにな

っているかと思いますが、そういうことがこれから起きていかないように、全て集まって協

議すれば何でも解決するというものではございませんが、まず、ざっくばらんに関係者の日

程調整を、新年度になってからとは思いますけれどもした上で、そういう場づくりをしてい

きたいというふうに思います。 

今回のやりとりの中で、再開発というような意味合いの表現も、部長の方でしましたけれ

ども、再開発というよりは、面の活用を全体の中で考えると、そういう意味合いでとってい

ただきたいと思います。ウトロ市街地そして知床をふかんした中での施設をうまく活用し

合うか、そういうことをしっかりとやっていこうという気は変わりませんし、これも本当に

以前そういう場をつくるといいながら、もう２年も経ったかなというふうに思いますけれ

ども、できていないことを、本当にその点では深く反省し、またお詫びを申し上げたいと思

います。そういった意味でも、ぜひその場をつくっていきたいと思いますので、多くの皆さ

まの参加をいただけるように、櫻井議員もご協力を願えればというふうに思います。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 町長は思いが交わり合っていないという、今おっしゃいましたけれども、おそ

らく思いは交わり合って同じです。お互いの役割の立ち位置が違っている。そこだけだと私
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は理解しております。それと先ほど言った自然の利息で食べているという言葉はウトロ地

域の再開発が始まる前に、ウトロ地域をみんなで考えようと立ち上げたまちづくりのフォ

ーラムの中で、それぞれ農業の方、漁業の方、観光の方から、自分たちにとってこのウトロ

地域、知床半島、この自然はどういうものなのかという問いかけに対して、別々の部会の中

で出た全ての答えがこれと同じものだった。それはその当時の私たちの活動の報告書にも

記しておりますし、そのときに関わってくださったコンサルの方も、北海道に提出する報告

書の中でしっかりとうたっております。そのときにそれをサポートしてくれたのが、川名さ

んでした、建設にいた。そういう経過で、今ウトロ地域は、この言葉が本当に定着して自分

たちが何かやっていくときにはそれを考えるように動いています。先ほど町長が、ウトロ、

ウトロ、観光、観光という言葉はちょっと嫌っているというお話がありました。それを聞い

たときに私は、じゃあ観光は何に例えればいいのだろうと思いましたけれども、先ほども言

いましたように、地域全体は斜里町の観光という部分をしっかり視野に入れております。し

かし広大です。町長がおっしゃるようにあれもこれもできない。そんな中でも、いろいろな

スポットをもっと開発していこうということは、これはウトロのまちづくりの中でもずっ

とテーマとして出ています。そこを含めて常にやっていますけれども、まずは多くの方が訪

れてくれる。地域の地盤をきちんと整備したいという思いからですので、その辺を含めまし

たら、先ほどから繰り返しますが、このような状態の中で、今本当にしっかりとした基盤整

備を進めていかなければ、宿泊税だってもしかしたら取れなくなってしまうかもしれない。

協力を、観光客の方に求める、その協力を求める母体すら立ちいかなくなってしまうかもし

れないという部分もございますので、ぜひ時限的な部分、スケジュール感を持って対応でき

るようにしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 改めてそういう思いは全体を考えながら、私は観光業あるいは観光産業とい

うものを捉えておりますし、全く同じ認識であるというふうに再確認をしながら今聞かせ

ていただきました。そういう思いで、本当に時間、財源等々それぞれ限りや課題もあります

けれども、本当にこういうときだからこそ、一層知恵を働かせながら取り組んでいくことが

大事だと思っております。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 先ほどつけ加えればよかったのですけれども、休養村の看板は１カ所ではな

いです。町長のお家の周りに３カ所、そのほかにおそらく２カ所ございますので、その辺含

めて非常にもう古くなってひしゃげているものもございます。全体的な観光というイメー

ジを斜里町全体に持つのであれば、そういう細やかな目というのは、原課に私は求めますし、

私たち自身も気がついたときにすぐに伝えるというような体制はこれからもとっていきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

●金盛議長 馬場町長。 
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●馬場町長 本当に一つのものを、施設を伝えるにはそういった看板、大変有効でありまし

て、昭和５５年だったと思いますけれども、できて以来の看板が続いているということであ

ります。漏れのないようにしっかり把握して、ここは整備していきたいというふうに思いま

す。 

先ほど言ったように所有者の意向も確認しながら臨んでいきたいというふうに、できる

だけ早く臨んでいきます。それと今、図らずもおっしゃっていただきましたが、議会は頻繁

に開かれるわけではございませんので、そういった気づいたことがありましたら、本当に遠

慮なく私どもに、原課も含めてお伝えいただければありがたいなというふうに思いますの

で、そのこともよろしくお願い申し上げます。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。ございませんか。久保議員。 

●久保議員 では、私からも総括質問をさせていただきます。まず昨年の１２月に出たこの

アクションプランについてです。アクションプランという表現は、民間であれば経営改善計

画、こうだと思うのです。町長は財政、今回、過疎債のことはちょっと別としまして、町民

に理解を求めた。この中に歳出の抑制７項目があるのですけれども、過去の行革の中で大変

財政が厳しかったときは、１番頭が人件費だと思うのですよ。これは議会も同じですけれど

も。特別職、合わせて人件費の削減が議論されたのかどうか、まず伺います。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 議論されたかというと、庁内の中で全くしていないわけではありませんけれ

ども、結果として出ていないのは事実です。というのは、この間やはり人材不足というのが

だんだん顕著になってきています。そういう中で会計年度任用職員を確保する中で、何とか

行政運営をしてきているという部分があります。今回、人件費が伸びているという部分につ

いては、会計年度任用職員の退職手当、この分の負担金の計上にまつわるものでございまし

て、去年の人勧の部分が減になったという部分の中で、総体的には会計年度の部分がなけれ

ば下がっていっているのだろうなというふうに思います。 

この間、人件費といいますか、職員の数字的には、行革で示している数字よりも１０人程

度低い部分で、抑えていると言ったらあれですけれども、とどまっているという状況があり

ます。なかなかここは職員のやる気という部分も必要ですし、難しいところではあるのです

けれども、確かにアクションプランという中で、直接その人件費の部分で新たな手だてを含

んでいるわけではありません。 

●金盛議長 久保議員。 

●久保議員 会計年度任用職員等の、公務員制度の改革といいますか、この制度が入ったこ

とによる人件費の伸びというのは、これはもう過去の説明からよく分かるのです。あえて町

長が街中に行って財政のことを危機的だということで説明したにも関わらず、この人件費

の部分が何ら触れていないということは、町民目線から見ると少し違和感あるのです。なぜ

ならば、会計年度任用職員の問題の採用のときに実は財政の厳しい自治体、ここは本俸を下
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げて、そして手当に回した。こういうことが国会で問題になりました。このとき、高市早苗

大臣は何と答えているかというと、そういうことでは困ると。その制度施行に伴い必要な経

費については、地方財政計画によって計上し適切に財源確保するのだと答弁するまで、やは

りほかの自治体でも出たのです。本俸を下げて手当に充てると。それはその自治体が大変厳

しかったからでしょう。特に愛知だとか、何カ所か出ていますけれども。それにも関わらず、

うちはこの人件費の分野に手がついていないということが違和感があると言っている。制

度改正はよくわかります。前に再任用のときも同じでした。ですから、今、副町長が答えた

ような話では、やはり少し町民の目線からいうと本当に大変なのかと。先日、木村議員も言

っていましたけれども、私もそんなに大変だと思えていなかったからなのですよ、余計に。

しかし、あえて町長が町民懇談会まで行って、確かに病院のこともあるでしょう。しかし、

どうも違和感があるので聞いているのです。この辺の論議というのはどういうふうになさ

れたのか、特別職も入れて。議会も責任ありますからあえて聞きます、いかがですか。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 最終的に全体での議論ということではなかったのですけれども、当然のごと

く特別職として、この状況をどうするということは議論といいますか、話し合いをしたとこ

ろでございます。 

一方で人件費、うちは若い層が結構いるものですから、そういう彼らの収入という部分も、

しっかり見ておかなければならない。そういう中で職員にまず波及させることは、一つの方

向ではありますけれども、そこは何としても厳しい中で、人材を確保することもままならな

い中では、何とか避けたいという思いでいました。私たちどうするという話をした中で、ど

うしてもその影響がいろいろこの管理職等々に出ていくということが当然あるだろうとい

う中で、いろいろどうするこうするはあったのですけれども、最終的にここは何とか今の状

態でふんばろうという、一つの結論を出して、今回、そういう意味では変化のない提示をさ

せていただいたところです。 

●金盛議長 久保議員。 

●久保議員 公務員という仕事は、やはり給料ばかりではないと。これは、やはり公務員で

すからね。ですからやはり志、しっかりと町民、住民に貢献をしていく。そういうことが基

本だと思うので、給料も大事ですけれども、待遇も大事ですけれども、やはり仕事を伸び伸

びとさせる、新しいアイデアをどんどん取り込む。そういうことがもっと出てきて良かった

のではないかなと思うのです。 

第３次行革のとき、新しい議員さんはわからないでしょうけれども、大変だったわけです。

あっちも廃止、こっちも廃止、そうして乗り越えてきたと。そういうことからいくと、大変

財政が、財政がという去年のＰＲというかコマーシャルが、今回、過疎指定という新たな面

を迎えたので、この人件費のことが出てくるとはもう思いませんけれども、ただ、このアク

ションプランを見たときに、少し違和感があったなと、こう思うのです。 
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２点目ですけれども、うちも総合計画をもっています。２０２３年ですか、今回この１０

０年に一度というコロナの影響で、北海道も総合計画の見直しというのを昨年かけ始めた

のです。その審議会で、１１月に行われた、そのあとまた１月に行われるということだった

のですけれども、このときに見直すというのが１８計画あるのです。うちは２３年までです

から、道の方は長いのですけれども、もう間もなく次の総合計画の検討に入るだろうと思う

のです。このときに、この第６次の中でも、コロナに影響、先ほど観光のこともちょっとあ

りましたけれども、そういうものを加味して、そして新しい総合計画に向かうのだろうなと

思うのですけれども、その辺のことを１点お伺いします。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 全体の人件費のお話がございました。アクションプランという部分は、経常収

支のバランスをとるということが目的としてやっていまして、中身もそうなっています。そ

ういう中では人件費といえども、その１要素である。その部分については、認識はしている

ところです。ただこの間の人件費の動きを見ると、今がちょうど、底になっているという部

分もありますので、ここは今後、注視しながら全体的な部分を見て必要なところというのは、

必要なときに考えるということは必要なのかなと、そういう姿勢はあるというふうに思っ

ていますけれども、今回、そういう部分について考えたわけではないということでございま

した。 

今回、特に令和２年度の部分につきましては、前段、多数の議員の方からご指摘いただい

た部分があります。特に不用額については、コロナ禍の中で、特別な事情の中で生まれてき

たもの。これは本来、普通に支出して政策的な部分も含めて実行に移っていたものなのだろ

うなというふうに思いますので、今後、その分というのはないわけではないでしょうけれど

も、これを想定して組んでいるわけではないという部分があります。あと過疎債いう部分に

ついては、確かに上向きになる要素として捉えていますけれども、これはあくまでも投資財

源という中で、まず体力をつけて、投資に回す財源を、持てる体力をつけて、ここで一気に

勝負に出るのだというところの環境をつくっていくのがまず必要なのかなというふうに思

っていまして、そういう意味で、直近ですと９月になるかと思うのですけれども、総合計画

の実施計画を毎年ローリングしていきますので、新たな要素を踏まえて、情勢踏まえて、こ

こは議会と相談していくというか、それを見ながら次の方策を考えていくことになろうか

なというふうに思います。 

加えてこの第７次の総合計画なのですけれども、予定どおりですと、９年目にあたるＲ４

年度、これから策定が始まるということで考えています。いかにそれまでに、アクションプ

ランを含むと、第一歩、初年度でございますから、Ｒ３年だけでなくて、ここ２、３年が勝

負だと思っています。ここで基礎体力をつくって、新たな夢を描ける素地をつくっていきた

いなというふうに思います。先に示したアクションプランでは、令和６年に財調がマイナス

になるという部分を示しました。しかしアクションプランのままですとそのままなのです。
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それに加えた対策をする。それと状況が好転しなければ、アクションプランの目標としてい

る５億円を確保するのだというとこすら、おぼつかないという部分です。ただ、幸運にもと

いったら悪いですけれども、Ｒ２年度の結果によって、また過疎債の関係も含めて、Ｒ３年

度の対応分で、その分も含めてかなり条件的には整ってきた。ようやく５億円確保という部

分のかすかな影みたいなものは、捉えることができるような条件下になったかなという理

解をしています。ただ、繰り返しますけれども、あくまでも、まだ目標とする部分の一端が

見えてきたという部分であって、そういう意識の中で緊張感を持ちながら、ここ数年対応せ

ざるを得ないなという気持ちでおります。 

●金盛議長 久保議員。 

●久保議員 今、副町長の答弁にもありましたけれども、今回、道の計画の見直し１８計画

というのがあるのですけれども、この中に北海道観光のくにづくり行動計画という計画が

あるのです。ずっとインバウンド、インバウンドということで、北海道中、日本中が観光客

をと。しかし、本当に今後これが続くのかということは随分疑問視され始めました。オリン

ピックをやるかやらないかもあるのですけれども。そういうことになりますと、うちの第７

次計画も今までのようなつくり方から、かなり考えなければいけない。財政的には過疎指定

になりましたから、今、かなり副町長は慎重に言いましたけれども、本当は大分楽だなとい

う顔をしていましたけれどね。つまり、そういうふうに計画を少し違う観点から見直す、そ

ういうことであり、また、うちの人口のシミュレーションも１万人を割り８千人台になるだ

ろうと想定されているわけです。そういうこともぜひ加味をして、新しい計画に進んでいた

だきたいと思います。 

最後に１点だけ、これは町長に先般、一番初めに幸福という話で、就任以来、町政を担っ

てきた、そういうことで今もその志は変わらないというご答弁をいただきました。今年の予

算ではないですけれども、もう折り返しです。本格はもう来年、その次は骨格ですから。そ

れで先般大変ちょっとウェブサイトの中で、ニュージーランドの女性首相、彼女が幸福予算

というものを国家予算に組み込んだのです。ニュージーランドの女性首相が。この幸福予算

を国家予算に組み込んだというのは、非常に世界でも珍しいということで報道されたのを

見まして、その中で精神疾患や子どもの貧困、家庭内暴力、つまり非常に目に見えにくい部

分にしっかりと予算を充てて、国民の幸福度を上げようということなのです。ニュージーラ

ンドは決して幸福度の低い国ではありません。日本よりずっと高いです、北欧に次いで。し

かしその国ですら、国民の一人一人の幸せ感というものをどのように達成していくか、それ

をあえてこの幸福予算という概念を持ったのです。ぜひとも次の年度にはこういう予算の

組み方というのも参考になるかなと思いますので、町長のご意見を聞いて、終わります。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 ニュージーランドの取り組みについてご紹介いただきました。私、幸せだとか

幸福だとかというキーワードが出たら、びびっとそちらに行くのですが、なぜかこのニュー
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ジーランドに反応していませんで、正直その情報を持っておりません。しかし、どこの国民

であろうと人として生まれて１回しかない人生、できるだけ幸せに生きていきたいという

のは共通の願いだと思います。そのために、それぞれが支え合いながら社会を形づくってい

くのだというふうに思っております。その中には、子どものときは、まず人として成長する

ということですが、その他、社会における役割を果たし合うという中で、どんな役割を果た

すかはそれぞれ自由に選べるのが、自由な社会ではないかなというふうに思っています。そ

の中で行政として、いわゆる基盤的な下支えをしながら、そして努力をしても、なかなかそ

ういうものがうまく叶わないという人が当然出てきますから、そこもしっかりと寄り添い

ながら、やっていくというのは本当に大事なことだろうと思います。いろいろ障がいをもつ

だとか、また発達障がいというそういう問題もありますが、好んでそうなったわけではござ

いません。生まれた時から、その後だとかさまざまな状況の中で生まれていますから、それ

を自分事として支えるような、そんな優しい心をみんな持っていってほしいな。心だけでは

おぼつかないわけですから、それを行政の施策として、できるものもいろいろ工夫しながら

やっていくことがますます重要になるというふうに思います。 

議員がおっしゃるように３期目が間もなく折り返しになりますし、後半の１年というの

は、本当に十分な形にはならないわけですから、２年、３年の分はもう既に今提示していま

すが、４年度分がまさに最後の議案、予算の組み立てだというふうに思っております。３年

の予算を可決をいただいた後には、次のステップ、新年度からスタートするわけですが、

早々に、副町長も言ったように、まずは満を持して次に向かうのだというお話をさせてもら

いましたが、今、本当にさまざまな事業で抑えた状況でスタートするところでございます。

この中で必要なものをしっかりと見据えて、工夫をしてやっていくことが何より求められ

るということだというふうに思っていますので、私自身も、職員がみんな考えると同時に私

自身も何が今大事なのか、そのことをしっかり早いうちに立てて準備にかかっていきたい

と、そのように思っております。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。櫻井議員。 

●櫻井議員 もう１件、質問させていただきます。久保議員から、今、全体的な状態を見据

えた質疑の後に、おこがましいなあと思いながらも、これはどうしてもと思っていたので質

問させていただきます。 

先に若木議員からも出ていました、地域おこし協力隊の１１名、うちの町が全体的に人手

不足だという部分で、人手が足りていない。せっかくいい事業を構築しても、その事業を遂

行してくださるスタッフがいないという形で、各部署からそれぞれの必要とする職種とい

うか、そこの事業に関しての人材を募ったという、本当にこういう動きが必要かもしれない

というふうに思いました。しかし一方で、こちら側の目線だけではなく、こちらで必要とし

ているのだという形で人を募集するだけではなくて、その方々がここに来て働いていただ

いてよかった、その価値観はいろいろだと思います。何か好きで、自然のあるところで働け
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てよかったな。あるいは、ここでまた自分の何かスキルを生かして、ずっとここに住んでい

きたいな。ここは困っているので自分が持っているスキルをここで発揮しよう、本当にいろ

いろな方々が来られると、私はいいなと思います。必要な人材の確保は、現場の方で上がっ

てきた部分なのですけれども、その方々が来て、来やすい、そして来たときに自分たちの能

力を発揮できるような環境を整えるということも、これも各部署でしっかりと確認してお

くことが必要ではないかというふうに思います。 

ただ、人材がいないので地域おこし協力隊で来てもらえばいいや、もちろんそんなことは

考えてはいないことは十分わかります。しかし、そうではない形で来て働いて良かったとい

う部分を形にしていかなければ、どんなに町長が本当に感謝しているよ、良かったよ、いい

町なのだよ、と言ったところで、その方々は自分の働きでそこで生活しなければならないわ

けですから、ぜひ来たときに、例えばもうハード面では先ほど若木議員もおっしゃいました

けれども、いきなりこっちへ来て住むところを探すよだとかという部分で、町が対応に苦慮

するだとか、かつては教員住宅がなくて地域で本当に必死になって部屋探しだとかしたり

していましたから、そういうところに来られた先生は正直不安だったという話をされてい

ました。赴任する先生ですらそう思うのですから、自分の意思で来ようと思う方々にとって

は、ここで働くのだという部分に全力を投入していただきたいですし、逆にここで良かった

というような対応を望みたいと私は思っております。 

なかなかハードと言ってもソフト的な考え方が必要だと思うのですけれども、これは今

回だけではない、今後この人材を確保するという取り組みは、庁舎全体を挙げてさまざまな

形の中で取り組んでいかなければいけないのかもしれないと思います。外国人もいらっし

ゃるという話も聞いていますし、そうなったときに、ここの町で暮らしやすい、そういう環

境を整えるという動きを何とか各部署を横断したような形での一つの取り組みという部分

を庁舎の中でつくっていくべきではないかと。それが、この地域おこし協力隊をはじめとし

て、人材に来てください、移住の方々でもそうだと思いますが、実感してここに来て良かっ

た。それが継続されていくというような取り組みを模索していくことも私は必要ではない

かと思うのですけれども、その辺についてはいかがでしょうか。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 この間の質問の中で数多く地域おこし協力隊、あるいはプロジェクトマネー

ジャーの話も出ておりました。これらというのは非常に私たちも人材不足、特に専門職含め

てのところで、ひしひしと感じている部分であります。そういう中で何ができるだろうかと

いう部分でございました。 

この地域おこし協力隊、何年間も経ちますけれども、先日、おしかりも受けたところであ

りますけれども、私どちらかというと積極的であり、そして慎重的だった部分です。という

のは、これは単なる人材というよりも人手の確保、これではないという思いだったのです。 

やはり地域に溶け込んでいただいて、斜里に定住してほしいという部分と、逆に受け入れ
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体制がしっかりしていなければ、これは駄目だ、予算化までにはいかない。そういう思いで

対応してきました。事実、そういう体制が組める。テレワークの部分の中で、実績をつくっ

てきたという判断があります。この成果をもとに、今回１１名という部分の予算化をさせて

いただいているところなのですけれども、思いは、先日２月１８日付けに道新に載っており

ましたけれども、実は私、取材を受けた内容でございました。そこでは、世界自然遺産知床

というバックグラウンドがある町で一緒に地域づくりを担っていただきたいということを

広く全国から集めたい。今回、過疎要件が加わったというか外れたという部分の中で、近隣

からもそういうスキルを持った方を集めることができる、これは絶好の機会だというふう

に踏んだところなのです。これは町内だけに人材を求めると、これはやはり、ともすれば人

材の奪い合いということになってしまうということがあるものですから、将来的にも、町内

人材や町内の定着が望めるような専門職の人材であって、そして受け入れ態勢がしっかり

している分野である。そういう責任を持って対処できる分野であるということで判断した

ものであります。 

確かに職員住宅という部分では、ご存じのとおり余り新しい施設体制ではありません

が、この制度をなぜ使うのかといった部分については、給料面では、やはり会計年度任用職

員制度に基づくものですから、その制度の中の枠組みを外せないのですけれども、住宅の借

上費ですとか行動費と称する車の借り上げ、これらもこの中で見ることができるというこ

とが強みとなっています。一定の枠の中で、その辺は臨機応変に対応できるのかなあという

部分がありますので、そこを加味して応募をしていただけるのかなあと。また応募していた

だいた中で、これは親身になって、こちらも対応する部分だというふうに思っています。 

今回、各分野で募集する中に、オウンドメディア、メディア戦略を作成するのが一つの目

標、その前にホームページのサイト構築だとか、ＳＮＳの活用、情報発信を多くしてもらう

という部分のことを募集している分野があります。そこを受け入れるにあたって庁内では、

メディア活用推進プロジェクトチームというのを発足させることになりました。これは専

門人材を入れても、その人だけが一人で何をやっていいかわからない。そういう部分にはな

らない部分だと思いますので、ここで示したとおり、行政分野でもデジタルトランスフォー

メーションといいますか、それをこれからやっていかないとならないという部分の視点の

中で、地域おこし協力隊の隊員、その方と一緒になって若手の職員が、意欲ある自主的な職

員が集まって、これを論議して全庁体制の中で組んでいくという部分の中で、そういうプロ

ジェクトチームを発足させているところでございますので、これがいい例だというふうに

考えております。このようなバックアップ体制というか、推進体制というか、そういう部分

が整って、初めて成果が得られるのかなというふうに思っています。議員からもそのような

意味でおっしゃっていただいたのだというふうに思っておりますので、対応してまいりた

いというふうに思っています。 

●金盛議長 櫻井議員。 
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●櫻井議員 今お話を伺って、すごいなと思いました。そこまでお考えになって、今回１１

名という思い切った募集をかけたという部分の背景もよくわかりました。できれば事業の

最初の説明のときにそういったお話を聞くことができれば、さらにそれを、それぞれの議員

さんの持っているスキルの中で、もむことも可能だったかもしれないと思いましたけれど

も、今のお話を伺って本当にそのとおりだなと。核となるオウンドメディアを担う方が、い

い方が本当にここの町のよさを知って、ここの町の状況、そして臭い、風土感という部分を

十分に熟知して、時間をかけながらもやっていってもらえるようになっていただきたいな

と思います。 

これに関連して、今不足している介護の職員という部分に関しては、外国人の方、あるい

は遠くから働きに来てくださる方の宿舎という部分も検討していかなければならないとい

う話を聞いてまいりました。ぜひそういった中にも、先般、一般質問にも出ていましたよう

に、語学の部分など交流だとか、そういった方々がこの町に住みやすい状態というのをサポ

ートする、それが例えば、部屋の提供だけではなく、食事の提供であっても私はいいと思い

ます。外国の方だとか地方から来た方々が、一人でご飯を食べるのではなく、みんなで一緒

に食べたり、お互いに作り合ったり、そういうような中に地域の人たちが入ってコミュニケ

ーションをとっているところは非常に定着していると。そして、地域の生活の中にも入り込

んでいけるということをよく聞いていますし、実際私も目にしておりますので、ぜひそうい

った、ここに今度来る方にとってどれがいいかわかりません。別に自分でご飯を食べたいと

いう人もいるかもしれません。できるだけそういった全体のサポートという部分をとって

いけるような体制も、町の方では今後考えて、恐らく今のお話を伺いましたらそこまで考え

られるのだろうなと思いましたけれども、その点について確認させてください。 

●金盛議長 髙橋民生部長。 

●髙橋民生部長 櫻井議員の方から、介護の職場という部分での一例をお話しいただいた

ところでございます。今こちらの方、町の方にも要請が上がってきておりますので、その部

分について該当法人の方と協議を進めている段階でございます。事業所の法人としても、今

回、外国人を受け入れするというのは全くの初めてという部分です。人材の育成も含めて、

いろいろな課題、リスクを感じている。人をケアする職業という部分で、いろいろ法人の中

でもご検討されていますし、またそれが前提の受け入れだというふうに理解しております。

町として、この要請に対してどういう形で支援をしていけるものか、こちらの方、町の方で

も検討しているというのが今の段階でございます。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。木村議員。 

●木村議員 私から教育委員会の方に、昨日も議論をしました総合学科について質問をし

たいと思います。今年度の高校の進学者数について、斜里高校における受験者２７名、清里

が４０名と大きく下がってきたと。以前は同等ぐらいだったので、同じぐらいの数字でも町

の人口規模からしてみて負けているなと。ここはずっと思っていたのですけれども、負けて
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いるどころか、大きく差がついてしまった。私にとっては大きなショックでありました。 

教育委員会はどう捉えているかわからないのですけれども、どうしてそうなったのだろ

うか、振り返ってずっと考えてみました。昨日の櫻井議員から、森高校の話もありました。

森高校は北海道で２番目の総合学科です。１番目は、十勝清水でありまして、十勝清水が全

道的に、全道１区ですから、総合学科は。どんどん全道から生徒が集まってきて、最終的に

十勝清水に行ったら産業だというのです、高校は。なぜなのかなと思ったら、いわゆる下宿

産業だと。そのぐらい全道各地から生徒が集まってきた。ただ残念ながら森高校については、

数年ちょっと遅れたのです。いわゆる２番目と。道教委も目論んではいたのですけれども、

そのために道教委から校長を派遣して森高校を総合学科にするように、言ってみれば校長

は特命を受けたのです。ただ、当時の組合運動の柱は総合学科反対でありました。高校の校

長は一生懸命総合学科を推進したのですけれども、現場の教員の方々はビラを配り、町に街

宣車を走らせ、総合学科の反対運動をしていたところであります。つまり、かなり実現に困

難をしたというのが実態であります。言ってみれば総合学科を実現するのに、大変産みの苦

しみを得たのが、森町であります。むしろそれが私は良かったのだと思っています。町民を

巻き込んで、総合学科はどういうものか、町民がよくわかったと。 

それからもう一つ大事なのは、町を挙げて、森高校に対する危機感を持った。その期間が

ばねとなって、エネルギーとなって、最終的には熱量となって、今、森高校はいい高校にな

った。斜里高校を振り返ってみると、そういうこともなく、ある程度すんなりと総合学科に

移行しました。移行したために本来は総合学科というのは、多様な科目を構成しながらやっ

ていく学科なのです。つまり先生の数が必要なのです。基本的には総合学科というのは、４

間口以上なのです、基本ラインは。４間口以下の高校は総合学科を採用しないのです。当時、

斜里高校は３間口でありました。普通は該当しないのです。だけれども特例３間口として該

当していただいて、なおかつ普通高校の３間口からプラス５名の教職員の配置を得た。それ

でスタートしていったのです。そのときに、隣の清里高校は、大いに危機感を持ちましたよ。

清里町、議会をあげて、このままでは清里高校がなくなると。それからですよ、清里は町を

挙げて、いろいろな施策を打ち出したのは。そのときうちの町の教育委員会は、何となく総

合学科になってよかったね、そんな感じであります。あのときにしっかりと手を打てば大分

違っただろうと、私はそう思うのです。その延長線上がずっときてしまった。こう思ってい

る一人であります。 

全く今になって、本当に残念だと思っているのですけれども、その斜里高校に対する私は

危機感、それに伴うエネルギーを必要とする熱量、ここら辺が申し訳ないのですけれども、

突破口としてどうも見えないと思っているのですけれども、もう一度教育長に、地元の斜里

高校です。道立だとか町立だとか言っていられません。地元の斜里高校なので、ぜひそこら

辺について、決意をお聞かせいただきたいと思います。 

●金盛議長 岡田教育長。 
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●岡田教育長 ただ今、木村議員から斜里高校の、この間の総合学科に至る経過を含めて、

それと他の地域の事例も含めてご紹介いただきました。他の町では結構生みの苦しみがあ

って、それが逆に高校を支援していこうという大きなエネルギーになっているというよう

なお話も聞きましたし、一方で、斜里高校は比較的特例的な扱いを受けながらも、比較的す

んなりと総合学科に移行したというところでは、そのときの総合学科ができるときの生み

のエネルギーといいますか、町民全体の、町全体の高まりというのは比較的余りない中で、

こういった形に移行したのだなということ、改めて確認いたしました。 

先日も議論がありましたけれども、私も斜里高校は非常に地元にこうやって、進学にも就

職にも対応できる非常に幅広い受け皿となる高校があるということは、非常に大きなこと

だと思っていますし、実際に今人数が減っているとはいえ、進学して斜里高校を選んでいた

だいた生徒たちが、例えば中学のときは、若干、学校に足が向かなかったという子が、斜里

高校に入って、その３年間の中で、すごく大きく成長して就職したり、進学したりという事

例を聞きます。そうやって、非常に斜里高校は今でも重要な役割を担っているというふうに

思っていますし、道立高校だから関係ないのだとは全く思っていません。むしろ、これまで

以上にうまく、中学校と連携して町の力になっていただけるそういう高校にどんどん進ん

でいってほしいなというふうに思っています。 

この後どうやって、より斜里高校の魅力化を図っていくのかという部分は、なかなかこれ

は特効薬があるわけではありませんので、さまざまな角度で、できることをやっていくしか

ないのですけれども、ただ一つの方向性としては、やはり入学者数、あるいは入学比率、こ

ういった数字だけを追って、とにかく入ってくれればいいのだというような対策は違うの

だろうと思います。よく高校の存続の問題が上がると、これは道立、町立関係なく各自治体

では比較的経済支援だとか、さまざまな特典をたくさんつくって、この高校に入るとこんな

にお得だよと、経済的な支援もあるし、こんな楽しみもあるよというようなことで引きつけ

るといいますか、そういう方向に走る状況も多々あるのですけれども、やはり高校そのもの

の魅力が上がらないと、そこが一番だと思っています。入って終わりではなくて、昨日も申

し上げましたけれども、選んで入って、その３年間の中で、どのくらいその選んでくれた子

どもたちにいい教育を与えられるか、そして卒業して進学にするにせよ、就職するにせよ、

きちんとそこで役割を果たす力を高校の時につけられるかどうかということ、それが非常

に大事だと思っていますので、何とかその高校自体の魅力、質を高めて、その部分にできる

だけ町としても力を注いでいきたいなというふうに思っています。 

そのためには、実際に教育活動に関わる先生方の頑張りもありますし、なかなか先生方だ

けでは担えない部分というのを、今もやっておりますけれども、外部講師という形で町から

職員を派遣したり、さまざまな支援をして、あるいは何か検定を受けて資格を得ようという

場合には、そういった部分の支援をしております。これは振興会を通じてやっておりますけ

れども、やはり高校の教育の質を、あらゆる手を使って高めていく。まずはそこに尽きるの
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ではないかなというふうに思っています。そのことに引き続き力を注いでいきたい、そんな

ふうに思っています。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 教育長が言っているのはよくわかります。ただ先ほども言いました、総合学科

に移行して多様な教科群を誇って、生徒それぞれの個々の特性に応じながら教育のカリキ

ュラムつくっていく、これが総合学科の最大の特徴なのであります。先ほども言ったように、

最低４間口という意味は、いわゆる教える先生方の、スタッフの数なのです。数が少なけれ

ば多様な教科群をどうフォローするのか、いわゆるスケールメリットが出てこない。特例３

間口でスタートした斜里高校が１間口になる。当然ながら道教委は、十二分に総合学科が満

足できるだけのスタッフ、先生をそろえることはできないのです。だから４間口以上なので

す、多いところは１０間口もやっていますけれども。ですからこれは総合学科として完全に

魅力どころか機能まで失ってしまう恐れが多いのです。確かに先生方の頑張りに大きく期

待をするというのもそのとおりです。それに期待をしないとはいいません。だけれども、今

言った限界で、人の頑張りや先生がたの頑張りを期待するだけでは、今までやっていた、振

興会を通じたキャリアアップ、授業をやり続けます。ここだけを聞いても、どうも今までの

やり方をそのまま踏襲しますよとしか、私には全然聞こえないのです。 

昨日も答弁の中に、地元進学の話もありました。地元ゼロのところもありますよというと

ころも、紹介をされましたけれども、あれは置戸高校なのです。教育長は名前を言いません

けれども、置戸高校は福祉の高校です、あそこはゼロだった。斜里高校も福祉系列分を持っ

ておりました。しかし、時代に合わないのと、免許過程があるので観光にシフトを変えまし

た。私はその選択は間違いではないと思います。本来であれば福祉事業、これだけ介護マン

パワー不足で必要としているにも関わらず、なぜ間違いでないと私は思ったか。なぜ置戸の

福祉高校が募集ゼロなのかと、それは子どもたちの進路志向の問題だと、私は思っています。

つまり、それだけ福祉に対して仕事の環境がよくないのか、そういうイメージがもう定着し

ているのだと。このイメージを払拭するのは大変です。福祉現場もこれから若い世代、本当

に福祉現場にどんどん飛び込みたいと、こういう環境に、世の中育てていくのは大変だと私

は思っています。ですから外国人の人材を確保しなければ、それに対応ができなくなってき

た。確かに少子化もあるでしょう、でも傾向としては、高校生の進路志望だけ見ていてもよ

く分かる話です。 

そういう中で、どう見ても今までどおりのやり方を、今までどおりにやりますというふう

にしか聞こえないものですから。やはりここで町を挙げてと。数年前に町長を交えた教育会

議で、あのときは時代の流れで、やはり行政のトップが教育行政も関わらなければ駄目だと

いう動きの流れが出てきて、この会議が開かれたと思います。これは教育委員会の方から町

を挙げて、私も何回も言っておりますけれども、町長に、斜里高校に対する思い、教育に対

する部分について、ぜひ、お考えがあればお聞かせをいただきたいと思います。 
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●金盛議長 答弁保留のまま、暫時休憩といたします。再開を２時２５分といたします。 

 

休憩 午後２時１０分 

再開 午後２時２５分 

 

●金盛議長 休憩を解き、会議を開きます。保留長の答弁から、馬場町長。 

●馬場町長 木村議員から、私の斜里高校に対する思いをということで、お尋ねがありまし

た。この総括で冒頭、木村議員からは、総合学科のいきさつと現実の、今年の入学者の違い

の紹介をしながら、なぜなのだろうかというところから、いろいろこれまでの過程もご説明

をいただきました。私自身、我が母校である斜里高校に２７名で、そして隣の高校では４０

名という数字を見ながら、本当に私自身もなぜという気持ちは同じであります。 

昔のことを思い出せば、今回いろいろ、今、議員から紹介がありましたけれども、総合学

科にすることによって、間口を維持していきたい。さらには生徒へのプラスになるだろうと

いうことで転換を、中心になって進められてこられたのが木村議員だというふうに思いま

すし、このことについては賛同しながら一緒に動いた部分もあったなというふうに思って

おります。そう言いながら、３間口から２間口に残念ながら減ってしまった。そういう中で

総合科学科の優位性を出すには、余りにも人数的に厳しいと。当時は、４から５系列あった

はずなのですが、それを維持するのも難しいということから、福祉系を斜里町の産業に合わ

せた産業観光系列という形に変えて、そういうことの相談も一緒に私は町長という立場で

ありましたけれども、教育長も含めてですが、校長と一緒に話をしながらやってきた経過が

あります。 

合わせて、高校の振興会ということで、これも木村議員が中心になって立ち上げといいま

すか、移行したといった方がいいかもしれません。そういうことで、何とか斜里高校を支援

していこうということもやってきました。木村議員は議長という立場でしたから、この振興

会の顧問として少なくとも２年前まではいろいろな内容について関わり、承知をしていた

だいたと思います。そんな中でさまざま、お隣の高校の取り組みを見ながら斜里として何を

していけばいいのかという議論をしていたと思います。その中の一つの結論としましては、

同じ土俵で、同じような特典合戦みたいな、その本質的な部分ではないところでのそういう

争いはやめようと。もっと本質的な部分で協力をしていこうということをやりながらやっ

てきたと思います。そのこと自体は、私は本当に間違いではないと思いますし、むしろそれ

で良かったと思います。 

今４０人いますけれども、隣の町の地元進学率は３０数％で、ほとんどうちと変わりませ

ん。ということは、さまざまな特典はほかの町民、市民かどうかわかりませんが、そこへ支

援をしているという矛盾したことが起きているわけです。私どもとしては、当然そんなこと

はできないですから、そういう意味では、結果として地元進学率が、進学者が少ないことは
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本当に辛くて、切ない思いは一緒です。ではありますけれども、そこをやはり、現実のもの

として受け止めざるを得ないなというふうに思っています。そういう中で、それぞれが自分

の目指す道を考え、そして選んで羽ばたいていっているという意味では、まさに主体的に学

んできた。そしてそこから選択だったのだというふうに思わざるを得ません。そこをやはり

否定するわけにはいかないですから、私がこの今の状況の中で、斜里高校をより魅力化とい

うのでしょうか、価値を高めるとするならば、もっといい方法があれば、ぜひ議員にも教え

ていただきたいというふうに思うのですけれども、私が思うのは、先ほど教育長も言いまし

たけれども、入った、選んでくれた生徒たち、子どもたちが、この斜里高校での学びが、先

ほどもちょっと別の意味で出ていましたけれども、良かったなと、斜里を選んでよかったと、

そう思えるようなものをどんどんいろいろな意味で提供していきたいなというふうに思っ

ています。 

これまでも観光甲子園という部分で頑張りました。これにも、テレワークが全然成果がな

いというお話がありましたけれども、こういう中でもアドバイスを、来られた方がやってく

ださいましたし、またキャリア研修というのも、そういうテレワーカーが行って、それぞれ

の自分の生きてきた歩みを紹介してくれたりもしています。またプログラム教室も当然の

ことながらＩＴ関係者が多いですから、やってくれていますし、カタリバという、そういう

ものも取り組んでいろいろな刺激を受けながら、気づきを持って成長していくという、そう

いう素材の提供はしていきたなというふうに思います。 

ただそれが、選んでよかったというふうになっているかどうかというのは、一人一人に聞

いていないのでわからないのですけれども、私は今、頑張らなければいけないのは、そうい

うものを継続してやることによって、本当に斜里高校を選んで良かったと思える子をたく

さんつくる。そのことによって、次が続いていくというふうに、私はするしかない。そこし

かないのではないかというふうに思っています。何としても斜里高校に行けということは、

今の時代もう無理な話だと、実は本当に思っています。でも、選んだだけの価値がこれだけ

あるのだよということを言えるように、これからも努力をしていく必要があるなと。そのこ

とが、すぐ花を開くかどうかわかりませんけれども、一番確実な方法ではないかなというふ

うに思います。 

もう一つ、確かによその高校に行っている子どもたちもいらっしゃいますが、なかなか特

別支援というお話も別の件で出ていました。そういうお子さんもいらっしゃるわけですけ

れども、支援学級はありません、斜里高校に。でもそういうお子さんがいても、しっかりと

面倒を見てくれるような、そういう環境の中で頑張っていただいていますので、いろいろな

意味で斜里高校の存在意義は、私はあると思いますし、理想の４間口というのは本当にもう

無理な話ですから現実の中で最大限努力するとするならば、先ほど言ったようなさまざま

な入ることによって成長を実感できる、その後押しをするような施策を何とか続けていけ

ればなというふうに思います。 
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今年は、地域未来留学ということで２人の子どもたちが来てくれます。その子たちの刺激

も、きっと大きいのではないかなあと。私もぜひ彼らに合って、またそういうコミュニケー

ションしているところの姿も見てみたいなあというふうに思っていまして、それができる

とするならば、入学式もおそらく行けないでしょうから、学校祭というのでしょうか、社高

祭というのでしょうか、そういうときにちょっとのぞくかなと、そんなふうにも思っている

ところでございます。 

正直これだという部分の策はなかなか私自身も持っていませんが、今までやってきた良

い部分をこれからも継続していくことで、何とか子どもたちが斜里高校を選んでくれるこ

とを、誇りを持てるように、子どもも、そしてご家族も含めて思えるような、そういう取り

組みがこれからますます大事ではないかなと思っているところでございます。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 町長の気持ちは多少、今の答弁でわかりましたけれども、町長の方から、策が

あれば教えていただきたいという話がありました。管内のことでいえば、おそらく町長もよ

くわかっていらっしゃるのでしょうけれども、この前、総務文教常任委員会で、大空町と津

別町に行ってまいりました。 

大空は新年度から町立の高校に移行するという形であります。町立高校、どのぐらい年間

掛かりますかと聞いたら１億５千万円、町の予算が掛かります、こういう話であります。合

わせて町立で１間口なのです。一応いろいろ調べた結果、総合学科を採用したという形であ

ります。加えて、高校の魅力化を図るために大空高校の生徒に塾を提供したい。塾に掛かる

お金が約３千万円ぐらいですか、年間。これで高校の魅力化を図りたいと、こういう話であ

ります。 

津別に行きますと、津別はわざわざ私どもの委員会に佐藤町長が来ていただいて、実は私

が提案したのだという形で、いわゆる塾の設置を強力に述べておりました。津別も地元の進

学率は５０％いくかいかないかなのですけれども、やはり町外から来て、それなりの高校の

生徒数を確保している。津別は大空と違って、高校の魅力化というよりは地元の高校生、津

別も近くに大きな町や市がありますので、そちらに行っている子もいる。その子も対象に地

元の高校生と津別高校の生徒を対象に、塾を開放している、受け入れるようにして、大きく

定着をしてきている。大体津別も４千万円以上お金をかけて高校生への支援をしている。佐

藤町長は、いやそんなのはもう、いわゆる高校の先生の住民税等々を計算させたら、やはり

そのぐらいの金額はペイするのだと、佐藤町長いわくですよ。佐藤町長に後で聞いていただ

ければ分かると思います。 

その前の年には平取町も行かせていただきました。平取は小中学生が中心の塾でありま

した。平取にも年間３千万円で、公設民営方式でやっておりました。おしなべて３町を視察

して思ったのは、トップリーダーかなりの熱意なのです。全てトップリーダーがやるのだと、

しっかりと打ち出していた。 
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町長が言われたように私もサービス合戦、それはあまり、こういう教育の段階で、それを

やるのはいかがなものかと思いますし、それからほかの高校を、斜里高校以外の高校を選ぶ

ことをけしからんとは、全く思っておりません、何回も言うように。その子が自主的にきち

んと目標を持ってしかるべき道を進むときに、ふさわしい高校はどこかという結論の中で

選ばれるのは、それは全然駄目だと思っているものではありません。ただ、どうしようかな

と思っていたり、もしくはちょっと進学に、斜里高校は向かないのではないかなと。誤った

感覚を持っている子どもたちがいたとしたら、そうでは決してないよと。ここら辺の私は誤

解を解きたいと、こう思っているだけなのです。どうも斜里高校へ行くのは、字が書ければ

いいだとか、それぐらいの程度で斜里高校が選ばれているのであれば、後ろ向きの選択であ

って、やはり斜里高校行って、私は何々大学へ行きたい、私は何々会社に行きたい、私はこ

ういう人間になりたいと、こういうふうに教育する、そういうシステム、カリキュラムが総

合学科にちゃんと備わっているはずなのです、普通高校よりも。ですからそこら辺をなぜア

ピールできないのかと。どうも私にとっては歯がゆい。これは間違いなく３町を見たときに

は町のトップリーダーの方々、これの思い、熱意ですよ。この熱意を持って、ぜひこれから

進めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 どこまでかけるかという部分がなかなか難しいところがあると思います。そ

ういう中で、本当にどの道を選んで、斜里町の子どもたちが成長していけるか。そこについ

ては真剣に考えていきたいというふうに思います。それと総合学科の理解が不十分だとい

うことが、気掛かりだというお話でございますので、その点を昨日、教育委員会にもっとや

れという、ハッパをかけていらっしゃいましたが、そのことも必要でしょうし、必要とあら

ば私も当然のごとくそれはアピールしていきたいと思います。 

ぜひ木村議員にも、一番よくわかっている木村議員にも一緒に行っていただいて、アピー

ルしたいというふうに思います。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。今井議員。 

●今井議員 私から１点だけ質問させていただきます。今年度の予算全体的に、本当に財政

困難の部分で、基本的にやらなければいけない部分はよく私も理解をいたしました。先ほど

ずっと一連の質問に対しての、副町長のお言葉をかりますと、２年、３年はぐっと我慢しな

ければいけないのだと、そのお言葉も重く受け止めました。それで予算の関係で、中身で、

鹿野課長のお言葉をかりますと、この昨年よりも低くなった数字は大型事業が終了したも

のですと、これは私も何カ所か聞きました。 

今の第６次総合計画があと３年ですか、終了するのが。いずれにしても、今度の７次を始

めるに当たって、そろそろ準備を始めなければ間に合わなくなっていくのかな。第６次総合

計画を見据えて、第７次をつくっていくのだろうなというふうに私は推測しているのです

が、先ほど言った財政困難、２、３年の辛抱、だからといって、それじゃあ基本的な、根本
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的な、例えばインフラに関しても、先ほどから教育委員会の学力向上、それから病院の経営

改革、改善ですか、それから子どもを育てる、それから間接的に人口を増やしていく、それ

から各産業に対しての力も入れなければいけない、そういう部分も私はやらなければいけ

ない、根本的には。今後２、３年ぐっと我慢しなければいけないという部分も意味は分かる

のですが、ちょっと先を見据えたときに、これが第７次になるか、最終的な第６次になるか、

中に組み入れていくかわからないのですが、今後の大型事業関係についてはもし想像する

というか、こういうふうに計画しているという部分があれば教えてください。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 それを新たな計画づくりの中で、いろいろ町民の皆さんを交えてつくってい

くのだろうというふうに思いますけれども、一つ言えるのは、過疎指定がされる中で、広域

連携という新たな部分にようやく足を踏み入れても自信を持って対応できる環境が整った

ということが言えると思うのです。その中で、当面する話題としては、やはり医療とごみで

す。一般廃棄物処理、これについてはやはり直近するものになっていきます。必ずそこに盛

り込んでいくものになってきます。しかも大きな事業になっていきます。できれば広域連携

でやりたい。課題も解決したい。維持費も縮減したいというのがあります。それと病院の部

分、おそらく来年になりますと、これは予測の部分ですけれども、ＣＴの更新というのが出

てきます。これが結構大きいです。そして、次の計画の１０年の中では、おそらく病院の大

規模改修なのか、改築なのかわかりませんけれども、必ず出てくると思います。これはやは

り避けて通れない。これを何とか実現させるために、今しばらく努力して、体力をつけたい。

そういう思いです。もちろん今、議員がおっしゃられた、ほかの分野もあることは無視して

いるわけではありません。そこはつけ加えさせていただきます。 

●金盛議長 今井議員。 

●今井議員 私もこの広域連携で、やはり将来的には、今すぐどうのこうのはならないかな

というふうに思うのですが、やはりごみの問題は早急に手をかけてやっていかなければい

けない問題だなあというふうに思います。 

議会の視察で、ごみ焼却炉の部分を見てきましたが、これはやはり斜里町にとって、粉に

ならない部分だとか、全部灰にしてしまうだとか、煙も出ないだとか、いろいろな今の焼却

施設のところも見てきたのですが、やはりそういう部分がインフラの延長線上の部分では

一番大切なのかな。それから私も描いているのは、病院のこのＣＴ、今説明ありましたけれ

ども、それから、多少なりとも改修が必要なのかなというふうに思っています。先ほど久保

議員の質問でも、町長も、私もそうなのですけれども、２年の折返し半ばで、やはり早急に

骨組みだけはというか、そういうことが組み立てていかなければいけないのかなあという

ふうに思います。 

全協の中で、第８次高齢者保健福祉計画だったか、その中でこれからの子どもたちのこと

がありますけれども、爺さん婆さんたちが本当に私も含めて、非常に多くなる。今は６５歳
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以上が３０数％で、それからあっという間に４０％ぐらいになっちゃうのかな。斜里町の人

口の対比から見ると、というふうに私は感じているのです。 

一連の町長の思い、要するに幸福度、それからあったか斜里町、幸せ実感あったか斜里町。

これも私、去年の１２月以前から一般質問の中にも入れているのですが、本当に、爺さん婆

さんたちとよくコミュニケーションというか話しているときに、今何が欲しいと言ったら、

やはり憩の家がなくなったから何とかそれに変わるものが欲しいと。これは早急的にどう

のこうのというふうには望んでいません。しかしながらできる限りそういう場を、どうなの

でしょうか、一つテーブルの上に乗せて、しっかりとプロジェクトをつくって、それではど

う進んでいくのか、やはりこういうことも必要ではないのか。何だかんだと言っても、爺さ

ん婆さんは先が短いですから。そうすると一つの、斜里町いいよ、年寄りにとってもあった

かいよと。町長どうですか、あと２年。そういう部分で、一つ骨組みぐらいは作っていった

方がいいのかなと、そんなふうに思うのですがいかがでしょうか。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 いろいろこれからの事業ということでお話がある中で、最後におっしゃられ

たお風呂というのでしょうか、公衆浴場というのでしょうか、それについて考えてみてはと

いうお話かと思います。斜里町には、民間の方が経営されている浴場がございますので、基

本的にそことバッティングするような進め方はなかなかでき難いということで、今日まで

言ってきたつもりです。これらがほかの町があるのに、いろいろなほかの町との比較という

のが出てきますけれども、ほかの町があるのに、この人口１万人を超える斜里町でなぜでき

ないのかというお話も聞くところでもございます。 

最終的なお話は今できませんけれども、何でもかんでも役場でするというものではない

ということだけはご理解いただきたいのです。その上で今年の９月に、中期の財政収支を示

している中でもあるでしょうし、過疎地域計画というのをこれからつくっていくのですけ

れども、そういう中にも、どういうものが考えられるかということを、当然のごとく考えて

いくことになろうかと思いますので、そういう中では検討をする部分はあろうかと思いま

す。 

ただ、過疎債が適用できるから何でもやっちゃえと、こんな危険なことはありません。物

をつくれば必ず維持費がかかる。しかも７割バックと言いながら借金です。３割は後で負担

をしていくという、そういう部分がたくさん膨らめば当然のごとく後で辛い部分も出てき

ますので、そこもにらみながら考えていく必要があるというふうに考えております。 

●金盛議長 今井議員。 

●今井議員 何とか検討の部分に載せていただくという方向で、辺地債にしても、やはり後

に支払っていかなければいけない。また、箱物を建てたら、そのあとの維持管理はしていか

なければいけない、いろいろなお金がかかる要素は、私も十分認識をしているつもりです。 

先ほど、いろいろな爺さん婆さんのことを考えますと、それぐらいのことが、町長、本腰
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を入れて、何かこう大きなアドバルーンぐらいは、一つ今後の大型事業の中に含んでいただ

ければありがたいな、そんなふうに思っていますけれども、いかがですか。再度聞きますが。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 何だかんだ検討の中に、というお話を私に言うようにということでしょうけ

れども、私が本当に何でもわかったと言えるほど簡単なことはないのです。それができれば

いいなあと思いつつできないでいる私がここにいますし、そしてまたアドバルーンという

お話も今ありましたけれども、簡単にアドバルーンを上げられる性格を持ってない。福祉を

通じておじいちゃんおばあちゃんのためにという部分では、お風呂だけがおじいちゃんお

ばあちゃんのためではなくて、いろいろなものをトータルで考えていかざるを得ない。お前

はやる気がないのではないかというふうに言われそうですけれども、そこはやはりきちん

と慎重に、ここなら何とかやれるなという時が来ればそれは当然チャレンジしますけれど

も、そこにまだ思いが至っていない中で、軽々にやりますというようなことは、言いきれな

いのを、ぜひご理解いただければと思います。 

●金盛議長 ほか、佐々木委員。 

●佐々木議員 私からは、町内経済の関係と、一般会計予算編成の考え方についてお聞きし

ます。今回一般会計の総額では５億円ぐらいが前年度に比べて減というのが、先ほどからい

ろいろ話が出ております。ただ今回、その減になったというのは、大型事業が完了した関係

ですとか、そういった説明がいろいろ今までもありましたし、やはりコロナの影響も当然そ

うでしょうし、その関係で歳入町税のところで２億円ぐらい減と。そういうことが重なって

といいますか、こういう数字になったのだと思います。 

ただ、やはりコロナの影響で町内経済、特に特定の業界などは影響を受けてしまっている。

そういうことを考えると、ある程度の支出というのですか、経済対策といいますか、そうい

うことも必要であるという、支出を変に増やさないけれども、町内の経済対策もやらなけれ

ばいけない。重要だという一種のジレンマというのですか、こういう難しい状況の中での予

算編成になったと思います。そこでなのですけれども、現在の町内の経済状況、抽象的で大

きくなってしまいますけれども、これについてどのような認識といいますか、どのように捉

えているか、まずお聞きいたします。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 町政報告等でも、この辺については結構数字を入れて報告したと記憶してい

ます。例えば今回、歳入の部分でも反映させておりますけれども、減免の分があります。あ

の分の割合でいきますと、宿泊業の方が７８％、商工業のところで１４％というような部分

で申請が上がってきています。これは結構、今おっしゃられたのを反映した部分なのかなあ

というふうに思っております。これに対する手だてというのは、令和２年度でもやってきた

部分がございますけれども、今後の状況も踏まえて、国の３次補正で上限額が決められまし

た。その部分を頼りに、まずはできることを皆さんとともに考えていきたいという部分はあ
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ります。それぞれの議員の方から、ほかにもどうだと。もっと盛り込めという部分がござい

ましたけれども、当初予算としては、国も実は当初予算では組んでいないのです。やはりコ

ロナがどういうふうに収束していくのか。これを見極めないと、中身を今論議できないのが

正直なところだと思うのです。やはりこれを見極めて、一番効果的な方法に突っ込んでいく

ということが必要なのだろうなと。たくさん予算があればいいですけれども、そういう状況

にはありませんので、その辺を考えて対応していく、そういう方針であります。 

●金盛議長 佐々木議員。 

●佐々木議員 最初に、町内の経済状況をお聞きしたのは、ちょっと肩を持つわけではない

のですけれども、今年に関しては、そういった視点が特に大事になるのではないかなと実は

思っています。ちなみに、この一般会計の予算の総括表でいきますと、町内経済に直接的な

部分というのは、例えば農林水産業費だとかは減っているわけではないし、土木費だとかは

除雪車両の購入が去年あっただとか、そういう関係ですから、大きく減ってはいないと思う

のです。 

当初の段階よりも、今年に関しては、この先をしっかり見極めることが大事だと思ってい

る理由は、まず一つは、全国的に言えばワクチンの接種などが始まりましたけれども、ただ

現時点においても、先が、まだ不明確な部分が多いといいますか、当初見通せない部分があ

ります。現実的に斜里だけではないですけれども、全国的に経済が、今までと同じように動

き出せるのはいつになるかわからない。そのときに、例えば、斜里町内の事業者さんでも約

１年前、コロナの関係でいろいろ影響を受けたときに、当初は特に大きな影響を受けた業者

さんですとか、または業界がありました。そしてその頃にはあまり、そこまでの影響はなか

ったと考えていた業界、またはそう思っていた業界というのですか、当人たちも、その業界

や企業さんとかも今だんだん影響が蓄積されているものですとか、単純に消費を控えてい

ることの延長によって、ちょっと適切な表現は思い浮かばないですけれども、ここに来て、

単純に仕事の受注が減っているだとか、そういったところも出てきておりますので、そうい

った意味では今年というのは、特にやはり状況を見極めて、その都度の対応が去年よりも大

事になってくると思いますが、その点についてはどのようにお考えでしょうか。 

●金盛議長 北副町長。 

●北副町長 繰り返し答弁になってしまうのですけれども、思わぬ長期戦となってしまっ

たということです。佐々木議員がおっしゃるとおり、去年の今頃考えていた部分では、６月、

７月に入れば終息するだろうということで、それこそアフターコロナなども見据えた部分

での対応も含んで提案した部分もありました。ところが、その後の状況を受けて、なかなか

そういう部分が効果を発するということにまでならない。やはり給付措置を伴うような事

業支援、特に固定費を補助することによっての事業継続、これを主眼としたものにならざる

を得なかった。それについても単なる一律というのではなくて、影響が大きいところに、そ

の影響に応じて配分する、小さなところに手厚くというような配慮もしながらやってきて
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いるわけでございまして、今後、長期戦になるという部分があるのですけれども、本当にそ

の状況を踏まえて、今後議会の皆さまとも、さまざまな要素が見えてくる中で、ご協議させ

ていただきたいと思います。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。海道議員。 

●海道議員 私からも総括質疑をさせていただきます。総合計画、１０年計画でありますけ

れども、昨年７カ年間、今年は８カ年の中でのこの予算構成、私もいろいろ審議を聞いて、

今、佐々木議員も言われた減額予算、こうせざるを得ないのかな、行革の中でもアクション

プランの説明もありました。私もその内容を、説明を受けて理解をいたします。 

私はこの総合計画、これは５次までは審議会方式、そういう中でつくられた。６次は新し

く町民策定方式、そういう中で、やはりこれは町民と一緒に、皆さんと一緒につくった、町

民の皆さんの思いもかなり入っているのかなと、そういう計画づくり、あと残すところ、何

年かしかありませんけれども、そこで伺いたいのですけれども、私は今の財政、いろいろな

説明をされた中で、やはり地方の経済、私も一般質問した中では、地方税の確保を含めてど

ういう振興策があるのかというところでお聞きしましたけれども、町長は新しい付加価値

の創造だと。つまり、付加価値を新しい考えで、これから取り組んでいくのだろうなと思い

ますけれども、それでもう一度、産業振興の在り方、特に地域経済ですよね。コロナでなく

ても、地域の経済というのは、非常に体力がなくなっている。コロナ禍で非常に支援をして

いただいています。しかし、無利息の資金を借りても、最後は返済しなければならない。こ

れから返済も始まるわけですから、大変厳しいですよ。もうそこら辺の振興というのは、本

当にしっかりとしていかなければ、そもそもの地域経済が本当に疲弊していくということ

になりますので、もう一度その辺、町長の考えをお聞かせいただきたいと思います。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 コロナ禍における経済振興策ということですけれども、正直何をすれば経済

が進行していくのかという、簡単にできるような状況ではないなというふうに思っていま

す。コロナで人の動きが止まった。社会や経済は、人が動いて初めて成り立つのだというこ

とを、まざまざと突きつけられたと私は思っています。ですから、人が動ける状況をいかに

つくるかということが大事でありまして、そういう意味でワクチンが投与できれば、それが

解決するか、イコールではないと思います。ただ、リスクが下がっていくという中で、人の

動きがいろいろな意味で出てくる。これがうまく回っていくことによって、さまざまな経済

は動いていくというふうに思います。 

基本的に斜里町は、基幹作業として農業、漁業、観光ということであるわけですけれども、

本当にその中でも、昨年でいえば農業がほぼ前年並み以上ぐらいで、やれただけなのです。

漁業は本当に少なかった、観光に至っては、何度も出るように厳しい状況である。そういう

一つ一つが連鎖しながら経済活動が回ることで、また社会活動のさまざまなエッセンシャ

ルワーカーではないですけれども、命に関わるような仕事以外も、変な話ですけれどもゆめ
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ホールの、例えば文化だとか、あるいはスポーツだとか、そういうのは命に関係あるのか、

というふうに見る人は見るかもしれませんが、私はそれも人間が生きていく上でとても大

事な活動だと思っています。そういうもの全てが今止まっている状況ですから、そういうと

ころがまず改善していかない限り、ならないのではないかなと強く思っているのです。です

からワクチンの接種で全て解決するわけではありませんけれども、ここが地方自治体に委

ねられておりますので、いつ入ってくるかまだまだファジー、入ってくる初日だけはわかっ

ているのですが、何ぼ入ってくるかが、それ以降もまるで見えていないという状況です。貴

重なワクチンを余すこともできないという中で、何とかスムーズに早く接種を終えたいと

いうことで、うちは推進室を設置しながら、特に臨んでいるわけですので、そこをしっかり

やりながら、また今何かカンフル剤でどうこうという状況ではないと思います。 

みんながつらい状況にありますから、実際に状況を注視しながら必要な措置を、補正予算

では、４、５、６月の部分はまず押さえましたけれども、そこで収束できるとなれば本当に

うれしいのですけれども、そこが何とも今の段階では言えないという状況ですので、その後

の状況を見ながら、まずは残っている臨時交付金、これを活用しながら一番有効な手だてに

生かしていければ、というふうに思っています。 

●金盛議長 海道議員。 

●海道議員 私は町長がおっしゃったとおりだと思うのです。町税を見ても農業、観光、特

にこれは大きな柱の基幹産業です。これはもうマックスに来ているだろうなと。つまりこれ

以上の伸びしろはどうなのかなと思う時があるのです。当然コロナ禍ではありますけれど

も、やはり今、財政から言われた２億円近い町税が減っているということを考えれば、伸び

しろがない、そういう中でどう産業振興するのだと、大変今は難しいと、町長は言われてい

ます。私もそうだと思います。 

しかし、町の経済、やはりそこはしっかりと下支えする施策、私は町独自の考え方、大変

でしょうけれどもあっていいのかなと、何があるのだということですよ、最後は。しかし、

やはり僕は今の町の経済、この動向というのは、しっかり見極める、ここがまず入り口なの

かなと思うのです。そういう面では、やはりこの状況をしっかりと見ていただいて、先ほど

久保議員の方から、もう今までのようないい時代には戻らない。新しい生活様式も含めて、

この総合計画も町民の皆さんの意見を入れたとはいえ、このとおりになかなか進まない、財

政もそうです。やはり中期の財政計画をつくってもなかなか難しい運営ですから、やはりそ

こは、地域の経済があって、私はそこが基本だと思いますので、しっかり取り組んでいただ

きたいと思います。 

それからもう１点、私も一般質問で定住自立圏構想、これも町長の見解をお伺いしました。

メリットはあってもデメリットはないのだと。やはりこれからは一つの町でなかなか解決

できない問題が１市４町の協力のもと、いろいろな面で解決できることもあるのかなと思

いますので、もう一度、この自立圏構想の参加、3月 3日ですか、網走市長が呼びかけると
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いうことも新聞報道でもありました。１市４町、そういう報道もありましたので、ですから

そういう今後の取り組み、どのように考えられているのか、再度お伺いしたい。 

●金盛議長 馬場町長。 

●馬場町長 定住自立圏については、今お話があったように、基本的には中心市のここでい

うと網走市と、それぞれの周辺の町の一対一の組み合わせでさまざまな行政課題に協力し

て臨んでいきましょうということです。そういう仕組みで取り組んだ場合には、特別交付税

が、こちらの場合、周辺の方は１５００万円、中心市は多いですけれども。そういうものが

交付税として措置されるということです。ですから１５００万円それをどう見るかとなり

ますけれども、貴重な財源ですので、そういうものも使えるということになれば、またそう

いう面では新しいことができるかもしれないし、やることが同じでもより負担を軽くしな

がらできるということにつながろうかと思います。 

定住自立圏はそうでありますけれども、むしろ先ほどもお話が出ましたように、広域でさ

まざまな課題に取り組むことの方が、より今求められているし、必要ではないかなというふ

うに思っています。そういう意味で、それぞれの周辺の、私どもの隣の町、清里町や小清水

町が同じように定住自立圏でやれるところを探りましょうということで、１回打合せをし

ていますので、それぞれどの分野で取り組むのかというのはこれから協議をしながら、また

議会にお示しをしながら決めていくことではありますけれども、それをすると同時に、自立

圏では横ではつながらないわけですけれども、そういう考え方、ともに連携をするという考

え方で、さまざまな広域的な取り組みがこれから当然必要になってきますので、そこにしっ

かりと胸襟を開いて相談をしながら、お互いにとってどちらかが得をするだとかでは成り

立たなくなりますので、お互いがウィンウィンの世界をいろいろ議論をしながら、調査をし

ながら進めて、できるだけ早くやっていきたいなというふうに思っております。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。ないようですので、以上をもちまして、議案第７４号か

ら議案第８４号までの、議決議案、条例議案、各会計予算議案の質疑は、全て終結いたしま

した。 

 

◇ 議案第７４号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 これから、討論採決を行います。最初に、議案第７４号、辺地に係る公共的施

設の総合整備計画の変更について、討論採決を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第７４号について、採決を行います。議案第７４号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第７４号については、原案のとおり可決され
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ました。 

 

◇ 議案第７５号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第７５号、斜里町国民健康保険条例等の一部を改正する条例につい

て、討論採決を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第７５号について、採決を行います。議案第７５号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第７５号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第７６号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第７６号、斜里町介護保険条例の一部を改正する条例について、討

論採決を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第７６号について、採決を行います。議案第７６号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第７６号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第７７号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第７７号、令和３年度斜里町一般会計予算について、討論採決を行

います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第７７号について、採決を行います。議案第７７号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第７７号については、原案のとおり可決され

ました。 
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◇ 議案第７８号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第７８号、令和３年度斜里町国民健康保険事業特別会計予算につい

て、討論採決を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第７８号について、採決を行います。議案第７８号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第７８号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第７９号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第７９号、令和３年度斜里町国立公園内森林保全事業特別会計予算

について、討論採決を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第７９号について、採決を行います。議案第７９号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって、議案第７９号については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

◇ 議案第８０号討論・採決 ◇ 

●次に、議案第８０号、令和３年度斜里町公共下水道事業特別会計予算について、討論採決

を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第８０号について、採決を行います。議案第８０号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第８０号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第８１号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第８１号、令和３年度斜里町介護保険事業特別会計予算について、
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討論採決を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第８１号について、採決を行います。議案第８１号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第８１号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第８２号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第８２号、令和３年度斜里町後期高齢者医療特別会計予算について、

討論採決を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第８２号について、採決を行います。議案第８２号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第８２号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第８３号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第８３号、令和３年度斜里町病院事業会計予算について、討論採決

を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第８３号について、採決を行います。議案第８３号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第８３号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第８４号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 次に、議案第８４号、令和３年度斜里町水道事業会計予算について、討論採決

を行います。討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 
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●金盛議長 討論なしと認めます。 

これから、議案第８４号について、採決を行います。議案第８４号については、原案のと

おり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第８４号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 議案第８５号 ◇ 

●金盛議長 議案集第４号をお開きください。日程第３、議案第８５号、令和２年度斜里町

一般会計補正予算（第１０回）について、を議題といたします。内容の説明を求めます。鹿

野財政課長。 

●鹿野財政課長 （議案第８５号 内容説明 記載省略） 

●金盛議長 内容説明が終わりました。議案第８５号について質疑を受けます。ご質疑ござ

いませんか。木村議員。 

●木村議員 私から、ワクチンの接種記録システムについて、確認の質問をしたいと思いま

す。この説明資料にありますように、政府が開発する接種記録システムの情報連携、こうい

う形になっております。ＬＧＷＡＮを介してＶ－ＳＹＳ、これにつながっていくという形に

なるのですけれども、どうも、いわゆる改修、うちの持っている住基、接種台帳、健康管理

システム、ここのシステム改修をするのですけれども、一部自治体でうまく機能しない、接

続できないと、こんなトラブルを聞いてございます。ここら辺について、まだ改修は終わっ

ていないので実施はできないのでしょうけれども、そういう情報はおそらく、こちらの方に

流れてきているのかなと思います。これについての状況をわかっているならお知らせいた

だきたい。 

●金盛議長 玉置保健福祉課長。 

●玉置保健福祉課長 こちらの方の改修につきましては、今、報道等で言われております、

一般的に俗名なのですけれども、河野大臣システムいう部分の、要はワクチンが接種したと

いうことを国が即座に分かるようにするもの、そのシステムとの連携ということになりま

す。 

うちの町の住基台帳ですとか、健康管理台帳との部分でつなぐものというのは、基本的に

はＣＳＶファイルといわれている、データを吐き出すための改修という部分ですので、うち

の町と契約をしているベンダーとの協議の中では特に支障はないということで動いており

ます。現状はそういうふうになっているということでございます。 

●金盛議長 木村議員。 

●木村議員 そこで記録をする項目がございます。その中にマイナンバーの記録もござい

ます。今般の議会の中でも、マイナンバーの質疑であったように、全町民が登録しているわ
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けでもない。しかし、マイナンバー登録、記載があると。ちょっと複雑な、不思議な思いが

あるのですけれども、例えばマイナンバーを登録している人が接種しましたと。マイナンバ

ーが記載されますと、そうなってくると、自分の持っているカードに記録が残るのか、残ら

ないのか、残らないのだったら通常は記載をする必要がないですよね。でも記載項目がある

のです、間違いなく。そこら辺が、どうしてあるのかというのがわからないのですけれども、

記載項目がありますよね、それをまず確認します。 

●金盛議長 玉置保健福祉課長。 

●玉置保健福祉課長 マイナンバーカードを取得している方とそうでない方といらっしゃ

るという部分の話だったのかなと。今回このワクチン接種記録のシステムに関しましては、

マイナンバーを活用するという部分で、マイナンバー自体を情報連携するという部分もあ

るのですけれども、実際にその記録自体は国の方で、要は接種をした、しない、どんなワク

チンを使ったか、今ワクチンも種類が三種類ほど出ておりますので、その部分と、あと生年

月日を使って消し込みをする。国の方で、その方が、例えば私が接種をしたかどうかの消し

込みをするということに使われるのみでございますので、実際にはマイナンバーのやり取

りといいますか、マイナンバー自体は個別の番号でございますので、それをもとにというよ

りは、生年月日と、あとは今、これから皆さんにお配りする接種券番号の部分で消し込みを

すると、その情報を共有するということにすぎませんので、マイナンバーカードを取得して

いても、していなくても、特にその部分というのは、マイナンバー自体はもう番号が振られ

ておりますので、そこの部分の情報だけを連携するということになります。今のところ特に

その部分で支障はないというふうに考えております。 

●金盛議長 ほか、ありませんか。若木委員。 

●若木委員 私も新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業で、このシステムのこと

でお聞きします。今お話を聞いた中で、接種した記録を国が情報管理を、管理という言葉は

悪いですが、情報を整理するシステムのためということですが、今回接種するのに、接種券

が配られるのですけれども、２回接種が前提です。今スタートするのは高齢者なのですけれ

ども、このシステムを活用するときに、接種券を２回目のときになくしただとか、この方が

１回目なのか２回目なのか、そういう管理もきちんと現場で、接種現場でできるシステムな

のでしょうか。 

●金盛議長 玉置保健福祉課長。 

●玉置保健福祉課長 まず接種券をなくした場合におきましては、基本的にはうちの、例え

ば会場によって端末を用意して接種券が再発行できるような形にするべく今準備を進めて

いるところです。また今回、先般この前の補正予算の中にもコールセンターを設置、委託を

して設置をするということで、今その事業協議も進めているのですけれども、そちらの方で、

例えば１回目なのか２回目なのかというのは、即座に分かるような形で進めています。１回

目の予約のときに、実際に３週間たった後に、２回目の予約ができるというのは、当日会場
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に本人が来られた、１回目の接種が終わった後にすぐ予約ができるように準備を進めてお

りますので、そのあと例えば無くしたという場合でも、実際会場ですぐ打てるような形で、

できる限り皆さん持ってきていただきたいのはやまやまなのですけれども、無くしただと

か忘れてきたという場合にも対応できるように今準備を進めているところでございます。 

●金盛議長 ほか、櫻井議員。 

●櫻井議員 財産収入に関して伺います。ここに記載されております財産の売払収入、補正

前の額と補正後の額の違いは、まず何なのでしょうか。 

●金盛議長 鹿野財政課長。 

●鹿野財政課長 補正前の額に補正額の８６万６千円を加えた結果、１８６万５千円とい

うのが今回財産売払収入としての計上ということになりますが、この中身につきましては、

旧豊里小学校の用地売却に伴うものでございます。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 昨日も一度、財産の売り払いに関して伺ったのですけれども、この豊里小学校

の用地の場合は、もう既に契約するとき、あるいは公売に出していたときには分筆というの

はされていて、面積などはしっかりと算定されて出ていたものですか。 

●金盛議長 鹿野財政課長。 

●鹿野財政課長 豊里小学校の売却に伴う部分でありますけれども、こちらにつきまして

は基本的な考え方といたしまして、基本的に一筆地なのでございましたけれども、ここの土

地につきましては用水の水路の関係がございまして、一部分筆する必要がございました。そ

のため、売却に向けての分筆を行ってございます。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 実際にその契約をするときには、もう分筆は終わっていたという形で認識し

てよろしいのでしょうか。 

●金盛議長 鹿野財政課長。 

●鹿野財政課長 分筆については終了しております。失礼いたしました。分筆登記で、今日

登記を行っているところでございます。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 それがうちの公売のやり方なのかもしれないのですけれども、実際に公売に

出すときに、正確な面積がもう既に出されていて、それに関する情報を全て変更することな

く契約されるような形、そこまでしっかりとした分筆だとかそういったことは、いつもなさ

れていないのですか。 

●金盛議長 鹿野財政課長。 

●鹿野財政課長 このあたりというのは、特に分筆や登記については、基本的に行う際に、

極力そこはもちろん確定した数値で行うというのが筋でございますので、そこについては

確定した形で登記する場合もございます。 
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ただ今回、一部につきましては協議をさせていただきながらという部分がございました

ので、航空図面等をもとにしての部分でお話を進めさせていただいて、そして相手とのやり

とりの中で、用地を確定して金額を最終確定するというふうな流れをとらせていただく場

合もございます。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 そうしましたら、最初一筆だった部分を、用水路の部分があって分筆されます。

そういった作業というのですか、測量においての作業というのは、どこがやってどこが負担

するのでしょうか。要するに分筆するに当たってどこでやって、うちの町で測量をかけて、

地籍図をつくるのですかということです。 

●金盛議長 増田総務部長。 

●増田総務部長 今回豊里小学校に関しては町の方で行っておりますが、ケースによって、

その理由にもよって、その費用負担については、いろいろなケースがあるかと思います。 

●金盛議長 櫻井議員。 

●櫻井議員 私はそういう、うちの町が売り払いする部分というのは、しっかりと、昨日も

伺いましたけれども、分筆がされて、そして売却された後にはその登記という部分も、その

状態でスムーズにいくというふうになっているのかなというふうに認識していたのですが、

一概にそういうパターンだけではないという形で捉えておいていいのでしょうか。 

正確な面積というのは、おそらく分筆で測量しなければ出ないと私は思っているのです。

山間部の土地ですから、その辺は面積算定、最終的な部分というのは、ここで出されていて

買った方と一緒に協議して、それで納得してもらえるときはいいと思うのですけれども、そ

うではないような場合が出てきたときに、そういった公売に関する準備というのですか、事

務的な手続というのはしっかり踏んでおいた方が私はいいのではないかなと思って、今回

質問しています。 

またこれは町有財産ですから、最初、出していた金額と、また測量した後で大きく変わっ

てしまったときなどは、それが高くなる、安くなるはあるとは思うのですけれども、どちら

にしても町有財産を売り払ってお金をいただくわけなので、町民にとっても、前回言われま

した、公売をかけるに当たって、これは町の人たちの財産なので、こういう価格になるのだ

という説明もずっと受けてきたものですから、そういう形で捉えるのであれば、町の財産な

ので、その辺はしっかりやっていった方がいいのではないかなというふうに思って質問し

ています。 

●金盛議長 増田総務部長。 

●増田総務部長 議員がおっしゃるとおりですので、逆に言うといろいろなケースの中で、

そこで疑義が生じないように慎重に今後も進めていきたいと思っております。 

●金盛議長 ほか、ないようですので、これをもちまして、議案第８５号の質疑を終結いた

します。 
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◇ 議案第８５号討論・採決 ◇ 

●金盛議長 これから討論採決を行います。議案第８５号について、討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●討論なしと認めます。 

これから、議案第８５号について、採決を行います。議案第８５号について、原案のとお

り可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって議案第８５号については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◇ 同意第６号 ◇ 

●金盛議長 日程第４、同意第６号、斜里町監査委員選任の同意を求めることについて、を

議題といたします。内容の説明を求めます。馬場町長。 

●馬場町長 （同意第１号 内容説明 記載省略） 

●金盛議長 内容の説明が終わりました。これから、同意第６号について質疑を受けます。

ご質疑ございませんか。 

●金盛議長 これをもちまして、同意第６号の質疑を終結いたします。 

これより、同意第６号について、討論を行わず、採決を行います。同意第６号について、

原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって同意第６号については同意することに決定いた

しました。 

 

◇ 意見案第１３号 ◇ 

●金盛議長 日程第５、意見案第１３号、高レベル放射性廃棄物の最終処分場にしないこと

を求める意見書（案）、を議題といたします。提出者からの説明を求めます。若木議員。 

●若木議員 （意見案第１３号 内容説明 記載省略） 

●金盛議長 内容説明が終わりました。これから、意見案第１３号について、質疑を受けま

す。ご質疑ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 これをもちまして、質疑を終結いたします。 

これから、討論採決を行います。意見案第１３号について討論ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 討論なしと認めます。これから意見案第１３号について採決を行います。意見
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案第１３号については、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（「なし」という声あり。） 

●金盛議長 異議なしと認めます。よって、意見案第１３号については、原案のとおり可決

されました。 

 

◇ 閉議宣言 ◇ 

●金盛議長 以上で、令和２年斜里町議会定例会３月定例会議の日程は全て終了いたしま

した。会議を閉じます。 

●金盛議長 これをもちまして、令和２年斜里町議会定例会を休会いたします。ご苦労さま

でした。 

午後３時５８分 
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以上のとおり会議の次第を記録し、これを証するため署名する。 

 

 

令和  年  月  日 

 

 

 

 

斜里町議会議長 

 

 

 

署名議員 

 

 

 斜里町議会議員 

 

 

 

 斜里町議会議員 
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